
 

 

 

 

 

 

 

～市民が輝き活気あふれる小牧を創造する「協働の手引き」～ 
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本来の意味は、「競技の規則をまとめて本にしたもの」となっています。 

このルールブックでは、平成１７年度に施行した『小牧市市民活動推進条例』

で定める市民活動推進に関する基本事項をより解りやすく、より具体化し、市民・

市民活動団体・地域コミュニティ・事業者及び行政が、ともに手を取り合いなが

ら【市民が輝き活気あふれる小牧】を創造するために、皆さんがどのような心構

え、どのような姿勢で取り組めば良いのか？という、「協働によるまち育てを行う

際の約束事」を記しています。 

今回のルールブックでは、実際に協働を行う際の 

事務手順等を定めています。 

ルールブックとは･･･？ 



 

～～～～新新新新たなつながりをまちたなつながりをまちたなつながりをまちたなつながりをまち育育育育ててててのののの力力力力ににににかえるためにかえるためにかえるためにかえるために～～～～     

 

 

私 た ち の ま ち 小 牧 は 、 先 人 た ち に よ っ て 培 わ れ て き た  

歴史・文化と積極的な工場誘致により、尾張北部の活力ある

まちとして発展してきました。 

こうした発展の一方では、小牧特有の課題も表面化してお

り、これらの課題の解決に向けて、市民と行政職員によって

構成される策定委員会において議論を重ねました。そして、

平成１９年度に『まちを育む 市民と行政の協働ルールブッ

ク【はじめの一歩編】』を策定し、小牧を支える市民･市民活

動団体･地域コミュニティ･事業者及び行政が、お互い「認め

あい」、「支えあい」、「尊重しあい」ながら、自ら「考え」、「行

動」する協働の礎を築きました。 

こうして築かれた“新たなつながり”を、市民が輝き活気

あふれる小牧の創造への真の力として発揮することが、これ

からのまち育てには求められてきます。 

そのため、このたび、【はじめの一歩編】に掲げる協働の基

本理念を踏まえ、それぞれの主体が、ともに手を取り合いな

がら小牧のまちを育んでいく際に、具体的に何をすべきか、

どのような手順を踏めばよいのかなど、協働の実務にかかる

ルールを定めました。 

 

 

平成２２年１０月 

   『まちを育む 市民と行政の協働ルールブック』策定委員会 
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序序序序    章章章章    「「「「協働協働協働協働」」」」をはじめるをはじめるをはじめるをはじめる前前前前にににに                                                                    

１ いま、なぜ「協働」なのか ～【はじめの一歩編】を再確認しよう～ 

  平成１９年度に策定した【はじめの一歩編】では、小牧市市民活動推進条

例（平成１７年度施行）に規定する市民活動推進に関する事項を、より解り

やすく、より具体化したもので、協働の際に皆さんがどのような心構え、ど

のような姿勢で取り組めば良いのかなど、基本的なルールについてまとめて

います。 

    

１） 目指すべき小牧の姿    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

２） それぞれの役割 

 【市民の役割】 

◇ 『自分たちのまちは、自分たちが育む』という気持ちを持つことがとて

も大切です。 

 【市民活動団体の役割】 

◇ 一人ではできない社会貢献への志（こころざし）を具現化することが求

められます。 

◇ 常に市民の目線に立ち、行政や企業にできない専門的な知識や技術を生

かしたサービスを行います。 

 

協働協働協働協働によるによるによるによる    

まちまちまちまち育育育育てててて※※※※ 
・資金力  

・技術ノウハウ 

・組織力 

事業者 

市民 
市民活動団体 

地域コミュニティ 
・熱意  ・専門性 

・柔軟性 ・機動力 

・公共資源 

行政 

 

私たちのまち小牧 

市民市民市民市民がががが輝輝輝輝きききき活気活気活気活気あふれるあふれるあふれるあふれる小牧小牧小牧小牧    

《効果》 
◎各々が主役の協働によるまち育て ⇒ 地域力の向上 
◎市民ニーズに沿ったサービス提供 ⇒ 行政の効率化 

－５－ 

※「まち育て」とは･･･ 

自分たちの「まち」は自分たちで守り育も

う、それにより人もまちも育まれていくと

いう想いを表現した言葉です。 



 【地域コミュニティの役割】 

◇ 地域の活性化を図る重要な主体として、「地域⇔市民活動団体」、「地域

⇔事業者」、「地域⇔行政」とを結ぶパイプ役を担います。 

 【事業者（企業）の役割】 

◇ 事業者（所）が持つノウハウを地域に還元し、社会貢献することが求め

られています。 

 【行政の役割】 

◇ 市民・市民活動団体の志（こころざし）を尊重しながら目的の共有と相

互理解に努め、課題解決に取り組むことが求められています。 

 

３） 協働とは･･･ 

 【はじめの一歩編】では、協働の定義を、様様様様々々々々なななな組織組織組織組織がががが、、、、自立的自立的自立的自立的････主体的主体的主体的主体的にににに、、、、

共通共通共通共通のののの目的目的目的目的････目標目標目標目標（（（（たとたとたとたとえばえばえばえば、、、、現在小牧市現在小牧市現在小牧市現在小牧市でででで生生生生じているじているじているじている地域課題地域課題地域課題地域課題のののの解決解決解決解決））））をををを達成達成達成達成

するためにするためにするためにするために、、、、おおおお互互互互いのいのいのいの立場立場立場立場やややや特性特性特性特性をををを認認認認めあいめあいめあいめあい、、、、尊重尊重尊重尊重しながらしながらしながらしながら協力協力協力協力してしてしてして活動活動活動活動するするするする

ことことことこととしています。 

 これをさらに分かりやすく解釈すると、 

 

  

 

 

 

 

 

協協協協協協協協働働働働働働働働ととととととととはははははははは、、、、、、、、  

２２２２２２２２つつつつつつつつ以以以以以以以以上上上上上上上上のののののののの主主主主主主主主体体体体体体体体がががががががが、、、、、、、、  

共共共共共共共共通通通通通通通通のののののののの目目目目目目目目的的的的的的的的のののののののの実実実実実実実実現現現現現現現現ののののののののたたたたたたたためめめめめめめめにににににににに、、、、、、、、  

そそそそそそそそれれれれれれれれぞぞぞぞぞぞぞぞれれれれれれれれがががががががが持持持持持持持持つつつつつつつつ得得得得得得得得意意意意意意意意なななななななな能能能能能能能能力力力力力力力力････････専専専専専専専専門門門門門門門門性性性性性性性性にににににににに基基基基基基基基づづづづづづづづきききききききき、、、、、、、、  

役役役役役役役役割割割割割割割割とととととととと責責責責責責責責任任任任任任任任分分分分分分分分担担担担担担担担ををををををををししししししししてててててててて、、、、、、、、  

対対対対対対対対等等等等等等等等なななななななな立立立立立立立立場場場場場場場場でででででででで一一一一一一一一つつつつつつつつのののののののの事事事事事事事事業業業業業業業業をををををををを実実実実実実実実施施施施施施施施しししししししし、、、、、、、、  

相相相相相相相相乗乗乗乗乗乗乗乗効効効効効効効効果果果果果果果果やややややややや副副副副副副副副次次次次次次次次的的的的的的的的効効効効効効効効果果果果果果果果ののののののののああああああああるるるるるるるる成成成成成成成成果果果果果果果果をををををををを、、、、、、、、  

第第第第第第第第三三三三三三三三者者者者者者者者にににににににに生生生生生生生生みみみみみみみみ出出出出出出出出すすすすすすすすこここここここことととととととと。。。。。。。。  

でででででででであああああああありりりりりりりり、、、、、、、、おおおおおおおお互互互互互互互互いいいいいいいいがががががががが役役役役役役役役割割割割割割割割やややややややや責責責責責責責責任任任任任任任任をををををををを持持持持持持持持つつつつつつつつここここここここととととととととやややややややや、、、、、、、、対対対対対対対対等等等等等等等等なななななななな立立立立立立立立場場場場場場場場ででででででででのののののののの事事事事事事事事業業業業業業業業実実実実実実実実

施施施施施施施施、、、、、、、、そそそそそそそそししししししししてててててててて、、、、、、、、第第第第第第第第三三三三三三三三者者者者者者者者にににににににに成成成成成成成成果果果果果果果果をををををををを生生生生生生生生みみみみみみみみ出出出出出出出出すすすすすすすすここここここここととととととととがががががががが重重重重重重重重要要要要要要要要ななななななななののののののののでででででででですすすすすすすす。。。。。。。。  

ささささささささららららららららににににににににはははははははは、、、、、、、、事事事事事事事事業業業業業業業業にににににににに携携携携携携携携わわわわわわわわるるるるるるるる各各各各各各各各主主主主主主主主体体体体体体体体がががががががが、、、、、、、、相相相相相相相相乗乗乗乗乗乗乗乗的的的的的的的的・・・・・・・・副副副副副副副副次次次次次次次次的的的的的的的的にににににににに効効効効効効効効果果果果果果果果をををををををを得得得得得得得得らららららららられれれれれれれれるるるるるるるる

のののののののの もももももももも 協協協協協協協協 働働働働働働働働 のののののののの 特特特特特特特特 長長長長長長長長 でででででででで ああああああああ りりりりりりりり 、、、、、、、、 すすすすすすすす べべべべべべべべ てててててててて のののののののの 主主主主主主主主 体体体体体体体体 がががががががが 成成成成成成成成 功功功功功功功功 （（（（（（（（WWiinn ）））））））） にににににににに 導導導導導導導導 かかかかかかかか れれれれれれれれ るるるるるるるる

『『『『『『『『WWiinn--WWiinnのののののののの関関関関関関関関係係係係係係係係』』』』』』』』をををををををを構構構構構構構構築築築築築築築築ででででででででききききききききるるるるるるるるののののののののがががががががが、、、、、、、、““““““““協協協協協協協協働働働働働働働働””””””””ななななななななののののののののでででででででですすすすすすすす。。。。。。。。  

－６－ 



４） 協働における５つの原則 

  協働による事業を行う際、それぞれが決して忘れてはいけない心構えにつ

いて、「５つの原則」を定めました。 

 

 ① お互いの志（こころざし）を共有しよう（意志共有の原則） 

   ◆ 協働にあたり、各々の「目的」と「目標」が同じ方向を向いていなけ

れば協働する意味がありません。そのため、まずは目的と目標を共有

することが協働への第一歩と言えます。 

 

 ② 同じ目線で取り組もう（対等性の原則） 

   ◆ 協働事業を遂行する際、「行政は市民活動団体を下請け感覚」「市民は

行政に依存」では今までと何ら変わりません。お互いがともにまち育

ての主役として認めあい、対等なパートナーとして取り組むよう心が

けましょう。 

 

 ③ お互いの立場や特性を理解し、尊重しよう（相互理解の原則） 

   ◆ 協働の際には、お互いの信頼関係が築かれていなくてはなりません。

お互いの「立場」や「特性」を理解し、尊重し合うことが大切です。 

 

④ お互いに足りない部分を補おう（補完性の原則） 

   ◆ お互いには得意な分野と苦手な分野があります。協働による効果を最

大限に活かすために、各々の「役割」と「責任」を明確にし、足りな

い部分を相互に補完することが重要だと言えます。 

  

⑤ 協働事業については広く公開し、みんなに理解してもらおう（公開性の原則） 

◆ 自分たちの地域を良くしていくためには、事業に関わる人だけでなく、

地域の方々の理解と協力がなければうまくいきません。そのためにも

事業を広く公開し、より多くの方に協働の意義を知ってもらうことが

大切です。これにより、新たな参画機会の拡充にもつながります。 

－７－ 



５） 協働における姿勢（主なものを抜粋） 

  協働に取り組む際、それぞれがどのような姿勢でのぞめば良いのかについ

て定めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※※※※    【【【【はじめのはじめのはじめのはじめの一歩編一歩編一歩編一歩編】】】】にににに記記記記すすすす内容内容内容内容はすべてはすべてはすべてはすべて協働協働協働協働をををを進進進進めるめるめるめる上上上上でのでのでのでの根幹根幹根幹根幹となるとなるとなるとなる非非非非

常常常常にににに大切大切大切大切なななな事項事項事項事項ですですですです。。。。協働協働協働協働によるによるによるによる事業事業事業事業をををを行行行行うううう前前前前にはにはにはには常常常常にににに読読読読みみみみ返返返返すようにすようにすようにすように心心心心

がけましょうがけましょうがけましょうがけましょう。。。。    

● 「まずは試しに一緒に（協働で）やってみよう！」という心構え。 

● 日頃から積極的に情報交換を行い、常に意思の疎通を図る。 

● 互いの考えや価値観のずれが生じた場合、すぐに否定的な結論を出さずに、

時間をかけて話し合い、ずれを修正するよう努力する。 

≪≪≪≪共通共通共通共通≫≫≫≫    

● まずは、できることを無理なく、できる範囲から始める。 

● 想いで終わるのではなく、「地域の力」へと発展するよう努める。 

≪≪≪≪市民市民市民市民≫≫≫≫    

● 実現性を十分考慮した上で行動する。 

● 行政のルールも理解する。 

● 公の資金を使う場合は、その責任を自覚する。 

● 行政に頼り切ってしまう「協働」にならないよう心がける。 

≪≪≪≪市民活動団体市民活動団体市民活動団体市民活動団体≫≫≫≫    

● 「自分たちの地域は自分たちの手で」という自治の精神と、「困ったときは

お互いさま」という相互扶助の精神を持つ。 

● 地域に根ざした市民活動に対する理解と、できる限りの支援を促す姿勢を

持つ。 

≪≪≪≪地域地域地域地域コミュニティコミュニティコミュニティコミュニティ≫≫≫≫    

● 地域社会の一員としての自覚を持ち、市民活動に対する理解促進に努める。 

≪≪≪≪事業者事業者事業者事業者（（（（企業企業企業企業））））≫≫≫≫    

● 「市民に任せてみよう！」という心構え。 

● 市民ニーズを的確に把握･分析し、市民が担える部分について検討を行う。 

● 行政職員は「市民全体の奉仕者」であることを再認識する。 

● 行政職員は市民に対して“見守る”姿勢を持つ。 

● 事業は丸投げや下請け感覚になるのではなく、「できることは協働で」とい

う姿勢を持つ。 

≪≪≪≪行政行政行政行政≫≫≫≫    

－８－ 



【【市市民民】】  【【市市民民活活動動団団体体等等】】  

【【全全体体】】  

自自自自自自自自治治治治治治治治力力力力力力力力のののののののの向向向向向向向向上上上上上上上上  

自自自自自自自自治治治治治治治治のののののののの精精精精精精精精神神神神神神神神とととととととと相相相相相相相相互互互互互互互互扶扶扶扶扶扶扶扶助助助助助助助助のののののののの精精精精精精精精神神神神神神神神

のののののののの再再再再再再再再生生生生生生生生  

市市市市市市市市民民民民民民民民のののののののの志志志志志志志志ししししししししをををををををを組組組組組組組組織織織織織織織織化化化化化化化化しししししししし、、、、、、、、継継継継継継継継続続続続続続続続的的的的的的的的なななななななな

活活活活活活活活動動動動動動動動にににににににに変変変変変変変変換換換換換換換換  

想想想想想想想想いいいいいいいいををををををををカカカカカカカカタタタタタタタタチチチチチチチチにににににににに  

行行行行行行行行政政政政政政政政のののののののの効効効効効効効効率率率率率率率率化化化化化化化化  

結結結結結結結結果果果果果果果果的的的的的的的的にににににににに行行行行行行行行政政政政政政政政改改改改改改改改革革革革革革革革やややややややや財財財財財財財財政政政政政政政政改改改改改改改改革革革革革革革革

ににににににににつつつつつつつつななななななななががががががががるるるるるるるる  

WWiinn  WWiinn  
地地地地地地地地域域域域域域域域力力力力力力力力のののののののの向向向向向向向向上上上上上上上上  

地地地地地地地地域域域域域域域域自自自自自自自自治治治治治治治治のののののののの復復復復復復復復興興興興興興興興（（（（（（（（再再再再再再再再興興興興興興興興））））））））ににににににににつつつつつつつつななななななななががががががががりりりりりりりり  

““““““““市市市市市市市市民民民民民民民民がががががががが輝輝輝輝輝輝輝輝くくくくくくくく小小小小小小小小牧牧牧牧牧牧牧牧へへへへへへへへ””””””””  

WWiinn  

【【行行政政】】  

WWiinn  

【【【【【【【【終終終終終終終終章章章章章章章章】】】】】】】】６６６６６６６６２２２２２２２２ペペペペペペペペーーーーーーーージジジジジジジジ  

すすすすすすすすべべべべべべべべててててててててのののののののの主主主主主主主主体体体体体体体体がががががががが成成成成成成成成功功功功功功功功（（（（（（（（WWiinn））））））））

にににににににに導導導導導導導導かかかかかかかかれれれれれれれれるるるるるるるる  

『『『『『『『『WWiinn--WWiinnのののののののの関関関関関関関関係係係係係係係係』』』』』』』』構構構構構構構構築築築築築築築築をををををををを

目目目目目目目目指指指指指指指指ししししししししまままままままますすすすすすすす。。。。。。。。  

【第４章】 
今後の課題（６１ページへ） 

２ 協働ルールブック実務編の構成と内容について 

  前項では理念編に定める内容について解説しました。ここでは、今回策定

した実務編の構成と内容について解説します。 

  実務編では、理念編で定める基本事項を遵守しながら、実際に協働で事業

を行う際に必要となる行政手続きの方法や、協働で行った事業を評価･改善す

る仕組みを解説していきます。 

 

≪実務編の構成≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

    

    

    

    

 

 

【第１章】 
「協働」はどのように進めるの？（１０ページへ） 

【第３章】 
協働をよりよいものにするために（５３ページへ） 

協働のかたちやポイント、流れなど、全体的な基本事項について述べています。 

実りある協働とするために必要不可欠な、評価･改善の

仕組みについて述べています。 

協働によるまち育ての推進に向けて、今後、重点的に取り組んで

いかなければならない事項について述べています。 

そそそそそそそそししししししししてててててててて、、、、、、、、  

－９－ 

【第２章】 
さあ、実際に協働しよう！（１６ページへ） 

協働委託 

１６ページへ 

後援 

５０ページへ 

協力 

４５ページへ 

補助・助成 

３５ページへ 

協働のそれぞれのかたちごとに、フロー図や必要書類の記入例などを交えながら、

事務手順等について詳しく述べています。 



ケースによって

は予算化する必

要がある 

解決解決解決解決すべきすべきすべきすべき課題等課題等課題等課題等

のののの発見発見発見発見！！！！    

◇ 協働が必要かどうかを判定 

◇ 担当部署の決定後 

第第第第１１１１章章章章    協働協働協働協働はどのようにはどのようにはどのようにはどのように進進進進めるのめるのめるのめるの？？？？                                                        

１ 協働のタネを見つけたら（協働までの流れ） 

 序章では、【はじめの一歩編】を再確認しながら、なぜ「協働」が求められて

いるのかについて解説しました。 

 では、「協働」はどのように進めるのでしょうか。ここでは、協働で解決すべ

き課題の発見から、評価･改善までの一連の流れをフローチャートにしています。 
 

《ケース①：市民（市民活動団体等）提案型》 
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自分たちで地域の課題を解決したい、自らのまちをよりよくしたいという使命（ミッショ

ン）をカタチにしたのが市民活動です。 

市民活動は「自主的･自立的」が基本ですが、ミッションの達成に際して、どうしても行政

の協力が必要な場合もあります。そのようなときに初めて、市民（市民活動団体等）から

行政に対する“市民（市民活動団体等）提案型の協働のタネ”が生まれるのです。 

生活交流課 or 市民活動センターへ相談 

生活交流課が担当部署との仲介 

事業計画書の作成・提出 

協働形態の決定 

補助・助成 
35 ページへ 

協力 
45 ページへ 

後援 
50 ページへ 

協働委託 
16 ページへ 

協働相手の決定（契約、交付決定 etc.） 



協働協働協働協働でででで解決解決解決解決すべきすべきすべきすべき
課題等課題等課題等課題等のののの発見発見発見発見！！！！    

ケースによって

は予算化する必

要がある 

《ケース②：行政提案型》 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行政職員も日々の業務の中で、行政が単独で行うよりも市民（市民活動団体等）との協

働で行ったほうが効果が高いと思う行政サービスや、地域課題の解決に際し、市民（市

民活動団体等）の力が必要だと思う場合があるはずです。そのときこそが、行政から市

民（市民活動団体等）に対する“行政提案型の協働のタネ”が生まれる瞬間なのです。 

－１１－ 

協働相手の選定（公募、特定 etc.） 

※必要に応じて、生活交流課・市民活動センターが仲介 

協働相手、協働形態の決定（暫定） 

協働形態の最終決定 

補助・助成 
35 ページへ 

協力 
45 ページへ 

協働委託 
16 ページへ 

協働相手の決定（契約、交付決定 etc.） 

事業計画書の作成・提出 



２ 協働のかたち 

「協働」とは、立場の違う主体同士が、それぞれが持つ長所を生かしあい、

対等の関係を保ちながら１つのことに取り組むことにより、単独ではできな

い大きな成果を得ることを目指すものです。そのかたちは多様ですが、本ル

ールブックでは、市民活動団体等が主体となって事業を行うケースについて

大きく分けて４つの協働のかたちについてまとめました。 

 

１） 協働委託（１６ページ） 

   行政サービスの一部を、行政にない優れた特性を持つ市民活動団体等に

委ねる協働のかたちです。 

委託の際には、事業本体に必要な費用の他、計画・準備・運営に関わる

人件費を含めた諸経費について計上していく必要があります。また、事業

を行う上で、委託者（行政）と受託者（市民活動団体等）の間でそれぞれ

責任所在が発生しますが、事業管理の責任は行政に、事業運営の責任は受

託者にあります。 
 

 

 

 

 

 

２） 補助・助成（３５ページ） 

   市民活動団体等の自発的な事業のうち、行政が公益上有益であると認め

た場合、行政が作成した資格要件をクリアできる事業者もしくは市民活動

団体等に対して、事業費の一部を補完する交付金を支出して事業を行って

もらう協働のかたちです。 

この場合の責任所在は、事業管理の責任は行政と市民活動団体等に、事

業運営の責任は助成を受けた市民活動団体等にあります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 市民活動センター管理･運営 

市内における市民活動の拠点として、相談助言等の業務のほか、講座等の様々な市

民活動啓発事業を行っています。 

≪事例≫ 

◇ 市民活動助成金 

市民活動団体が自主的･自立的に取り組む公益事業の必要経費の一部を交付する

ことで、市民によるまちづくりの促進を図る制度です。 

◇ 安全安心まちづくり活動補助金 

地域における防犯パトロールを行う団体に対して交付することで、持続可能な安

全安心まちづくりを促します。 

≪事例≫ 
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３） 協力（４５ページ） 

行政と市民活動団体等が、同じ目的のもと役割分担を定めて協力関係を結

ぶ協働のかたちです。目的・役割分担のほか、責任分担・有効期限などの項

目を取り決め、「協定書」を交わします。 

協力は、物品などが行政から支給される場合などさまざまなケースがあり

ます。現在、市内の美化のために取り組んでいる「アダプトプログラム  

（４５ページ）」、災害時の対応として各種事業者と交わしている「災害協定」

などがあります。 
 

４） 後援（５０ページ） 

市民活動団体等の取り組みにおいて、行政が公益上有益であると認めた場

合に、名義を貸すことで後ろだてとなり、市民活動団体等が集客や資金集め

が円滑に行えるような信用を与える協働のかたちです。 

直接行政から経済的、人的、物質的支援は行いません。また、事業責任･

管理責任･遂行責任はすべて市民活動団体等が負います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協働委託協働委託協働委託協働委託

補助補助補助補助・・・・助成助成助成助成

後後後後 援援援援

協働協働協働協働のかたちのかたちのかたちのかたち 事業責任事業責任事業責任事業責任 管理責任管理責任管理責任管理責任 遂行責任遂行責任遂行責任遂行責任 資金資金資金資金

行行行行 政政政政

市民活動市民活動市民活動市民活動
団体等団体等団体等団体等

行行行行 政政政政

市民活動市民活動市民活動市民活動
団体等団体等団体等団体等

市民活動市民活動市民活動市民活動
団体等団体等団体等団体等

行政行政行政行政によるによるによるによる
一部支援一部支援一部支援一部支援

市民活動市民活動市民活動市民活動
団体等団体等団体等団体等

行
政
行
政
行
政
行
政

市
民
活
動

市
民
活
動

市
民
活
動

市
民
活
動

協働のかたちと責任分担

協協協協 力力力力

事業事業事業事業のののの

主体者主体者主体者主体者

市民活動市民活動市民活動市民活動
団体等団体等団体等団体等

市民活動市民活動市民活動市民活動
団体等団体等団体等団体等

市民活動市民活動市民活動市民活動
団体等団体等団体等団体等

行行行行 政政政政 行行行行 政政政政市民活動市民活動市民活動市民活動
団体等団体等団体等団体等

協定協定協定協定のののの内容内容内容内容によるによるによるによる

事業責任 → 事業の全体を通しての責任を表し、最終的な責任も負います 

 管理責任 → 事業の進捗管理を行う責任を表します 

 遂行責任 → 実際に事業を実施する責任を表します 

 

－１３－ 

※※  ここここここここここここここここにににににににに述述述述述述述述べべべべべべべべたたたたたたたた４４４４４４４４つつつつつつつつののののののののかかかかかかかかたたたたたたたたちちちちちちちちににににににににつつつつつつつついいいいいいいいててててててててはははははははは、、、、、、、、行行行行行行行行政政政政政政政政手手手手手手手手続続続続続続続続ききききききききのののののののの範範範範範範範範囲囲囲囲囲囲囲囲ににににににににおおおおおおおおけけけけけけけけるるるるるるるる協協協協協協協協

働働働働働働働働ののののののののいいいいいいいいくくくくくくくくつつつつつつつつかかかかかかかかのののののののの手手手手手手手手段段段段段段段段でででででででであああああああありりりりりりりり、、、、、、、、ここここここここれれれれれれれれららららららららがががががががが「「「「「「「「協協協協協協協協働働働働働働働働ののののののののすすすすすすすすべべべべべべべべてててててててて」」」」」」」」ででででででででははははははははあああああああありりりりりりりりまままままままませせせせせせせせんんんんんんんん。。。。。。。。

おおおおおおおお互互互互互互互互いいいいいいいいがががががががが対対対対対対対対等等等等等等等等なななななななな立立立立立立立立場場場場場場場場でででででででで、、、、、、、、役役役役役役役役割割割割割割割割やややややややや責責責責責責責責任任任任任任任任をををををををを明明明明明明明明確確確確確確確確ににににににににししししししししななななななななががががががががらららららららら、、、、、、、、同同同同同同同同じじじじじじじじ目目目目目目目目的的的的的的的的やややややややや目目目目目目目目

標標標標標標標標にににににににに取取取取取取取取りりりりりりりり組組組組組組組組めめめめめめめめばばばばばばばば、、、、、、、、そそそそそそそそれれれれれれれれはははははははは「「「「「「「「協協協協協協協協働働働働働働働働」」」」」」」」でででででででであああああああありりりりりりりり、、、、、、、、そそそそそそそそうううううううういいいいいいいいうううううううう面面面面面面面面でででででででではははははははは、、、、、、、、協協協協協協協協働働働働働働働働のののののののの方方方方方方方方法法法法法法法法はははははははは

多多多多多多多多様様様様様様様様ににににににににあああああああありりりりりりりり得得得得得得得得るるるるるるるるここここここここととととととととななななななななののののののののでででででででですすすすすすすす。。。。。。。。        



３ 協働のポイント 
 

理念編では、協働で行う事業をよりよいものにするために、『協働における

５つの原則』（７ページ）を定めました。 

実務編では、事業の企画から実施、そして評価までの事業の流れの中での

実務的な事項を挙げていきます。 

 

１） 協働の際、特に注意すべきポイント 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委託や補助で行政から支出される費用は『税金＝公の資金』であり、様々な

義務や制限を受けるため、市民活動団体等には自覚と責任を持った適正な管

理が求められます。また、行政についても、事業費を出しっぱなしにするの

ではなく、日頃から費用の管理状況に目を配り、ときには管理方法等につい

て適切なアドバイスをしながら両者で管理していく必要があります。 

「金を出しても口は出さない＝良い行政」←大きな間違いです！ 

○ 事業の実施にあたっては、具体的な目標を持って活動し、わかりやすい成果報告が

できるよう努めること。 

○ 事業を行う際には参加人数、収支、活動内容等の詳細をしっかり記録すること。 

○ 事業の収支を証明するものは必ず保管すること。（領収証、レシート等） 

「協働」を進めることにとらわれ、本来の行政サービスの本旨を忘れがちにな

ることがしばしば見受けられます。「協働」が成功しても「事業」が失敗すれ

ば、その「事業」は失敗なのです。協働で行う事業によってサービスを得られ

る受益者（市民）のニーズを第一に考える必要があります。 

協働は事業を行う一つの手段であり、「協働」が成功しても、受益者から評価

されなければ、その事業は自己満足にすぎません！ 

公金（税金）を投入して事業を行うことが“協働のすべて”ではありません！ 

行政から市民活動団体等への協働委託や補助･助成は、公金を使った行政の仕

事の範囲における市民活動団体等との連携であり、協働の一つの形態ではあ

っても、基本形ではありません。 

協働は自立したもの同士の間に成り立つ関係です。協働の中で、お互いが責

任や役割、権限をどのように分担するかを明確にする必要があります。また、

最終責任を負うものが、最終決定権を有するのが原則です。 

自分自分自分自分たちがたちがたちがたちが使使使使うううう費用費用費用費用はははは「「「「公金公金公金公金（（（（税金税金税金税金）」）」）」）」であることをであることをであることをであることを忘忘忘忘れないでれないでれないでれないで！！！！ 

行政行政行政行政からのからのからのからの協働協働協働協働委託委託委託委託やややや補助補助補助補助・・・・助成助成助成助成がががが““““協働協働協働協働のすべてのすべてのすべてのすべて””””だとだとだとだと思思思思わないでわないでわないでわないで！！！！ 

協働協働協働協働のののの受益者受益者受益者受益者がががが誰誰誰誰であるかをであるかをであるかをであるかを忘忘忘忘れないでれないでれないでれないで！！！！ 
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２） 実りある協働にするためのポイント 

 

どんな事業でも、計画－実施－評価－改善の流れ（ＰＤＣＡサイクル）に

沿って実施することが重要です。 

今回導入する協働ルールでは、このＰＤＣＡサイクルに「協働のポイント」

を盛り込んで、市民活動団体等と行政のより一層の相互理解を図ることとし

ます。 

 

（１） 計画（Ｐｌａｎ） 

事業の前に市民活動団等と行政の両者で協働事業計画書を作成し、“なん

のために、誰のために”事業を行うのかなど、ミッション（使命）とビジ

ョン（目指すべき姿）を明らかにするとともに、それぞれの役割や責任分

担を明確化しておきます。 

 

（２） 実施（Ｄｏ） 

事業が、お互いの相互理解の下に進んでいるのかをチェックしながら行い

ます。 

 

（３） 評価（Ｃｈｅｃｋ） 

事業終了後、互いに協働事業の点検・評価を行います。 

 

（４） 改善（Ａｃｔｉｏｎ） 

協働事業報告シートや協働事業報告書に基づき、事業の改善を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業計画段階からのコミュニケーションが大切 

契約書や協定書などの書面を

取り交わす 

協働チェックシートで 

相互理解をチェック 

(計画・実施・終了の 3 段階) 

協働事業報告シートで協働事業の

評価を行います 

（委託事業の場合には費用積算を慎重に！） 

協働事業報告書を提出し

次回に引き継ぎます 
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第第第第２２２２章章章章    さあさあさあさあ、、、、実際実際実際実際にににに協働協働協働協働しようしようしようしよう！！！！                                                                

    ≪第１項 協働委託≫                     

１ 協働委託の概念 

 

１） 委託とは･･･ 

◆ １．自分の代わりを人に頼みゆだねること。 

２．法律行為や事実行為(事務)などを他人に依頼すること。 「大辞林より」 

◆ 委託者は基本的に事業主体の責任と管理責任を１００％負い、受託者はその

事業を遂行する責任を１００％負います。 

 

２） 協働委託とは･･･ 
 

    協働委託協働委託協働委託協働委託はははは、、、、事業事業事業事業のののの実施主体実施主体実施主体実施主体やややや責任責任責任責任はははは行政行政行政行政にありにありにありにあり、、、、そういったそういったそういったそういった意味意味意味意味ではではではでは、、、、通通通通

常常常常のののの委託委託委託委託とととと変変変変わりありませんわりありませんわりありませんわりありません。。。。    

    しかししかししかししかし、、、、協働委託協働委託協働委託協働委託はははは、、、、市民活動団体市民活動団体市民活動団体市民活動団体等等等等のののの特性特性特性特性をををを十分十分十分十分にににに活用活用活用活用してしてしてして、、、、よりよりよりより効果的効果的効果的効果的

なななな取取取取りりりり組組組組みをみをみをみを進進進進めるためにめるためにめるためにめるために事業事業事業事業をををを委託委託委託委託するものでありするものでありするものでありするものであり、、、、行政行政行政行政のののの下請下請下請下請けやけやけやけや経費削経費削経費削経費削

減減減減のためにのためにのためにのために委委委委託託託託するものではありませんするものではありませんするものではありませんするものではありません。。。。    

    したがってしたがってしたがってしたがって、、、、おおおお互互互互いのいのいのいの特性特性特性特性がががが十分十分十分十分にににに発揮発揮発揮発揮できるようできるようできるようできるよう、、、、仕様書仕様書仕様書仕様書のののの作成段階作成段階作成段階作成段階からからからから

市民活動団体市民活動団体市民活動団体市民活動団体等等等等のののの意見意見意見意見をををを取取取取りりりり入入入入れたりれたりれたりれたり、、、、事前事前事前事前のののの協議協議協議協議のののの中中中中でででで合意合意合意合意したしたしたした内容内容内容内容をををを反映反映反映反映

させるなどさせるなどさせるなどさせるなど、、、、創意工夫創意工夫創意工夫創意工夫がががが必要必要必要必要ですですですです。。。。    

    なおなおなおなお、、、、本市本市本市本市のののの既存既存既存既存のののの協働委託事業協働委託事業協働委託事業協働委託事業はははは、、、、行政行政行政行政のののの要請要請要請要請からからからから始始始始まったものもまったものもまったものもまったものも多多多多くあくあくあくあ

りりりり、、、、協働委託事業協働委託事業協働委託事業協働委託事業といいながらといいながらといいながらといいながら、、、、実際実際実際実際にはにはにはには行政行政行政行政がががが相当関与相当関与相当関与相当関与していますしていますしていますしています。。。。    

    こうしたこうしたこうしたこうした事業事業事業事業をををを、、、、真真真真のののの協働事業協働事業協働事業協働事業とするためにもとするためにもとするためにもとするためにも、、、、本本本本ルールブックルールブックルールブックルールブックなどになどになどになどに基基基基づづづづ

きききき、、、、既存事業既存事業既存事業既存事業をををを検証検証検証検証するするするする必要必要必要必要がありますがありますがありますがあります。。。。    

 

３） 委託と協働委託の領域 

 上記の「協働委託」については、「委託」の中の一つの形態として大枠に含ま

れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

委委委委    託託託託    

協働委託協働委託協働委託協働委託    
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２ 事務手続きのフローチャート 

 

１） 事業計画から契約まで 

 

 【小牧市】 

   市民活動団体等の持つ知識・経験・事業実行力を十

分に把握したうえで、市民生活に必要とされる事業

に、団体の持つ力を最大限発揮できるよう、計画を

練ります。日頃から、市民活動団体等とのコミュニ

ケーションを密にし、相互理解を深めておくことが

必要です。 

 

【市民活動団体等】 

市が委託事業を計画する際に、その委託仕様書の内

容について意見を求められる場合があります。その

際には、公益性に十分に配慮し、相互理解のもと、

建設的な意見交換を心がけます。 

 

【小牧市】 

委託仕様書の決定までには、これまでに行ってきた

事業の評価を踏まえ、市民活動団体等に委託するこ

とで、事業効果がどのように得られるのかを慎重に

判断し、繰り返しシミュレーションすることが大切

です。また、その事業における費用についても、契

約が想定される市民活動団体等の規模・組織形態・

運営状況も考慮に入れた積算が必要です。 

 

 【小牧市】 

 委託仕様書が決定したら、委託先を募集します。募

集方法は後述する提案審査方式（プロポーザル方式）

や特命随意契約方式、競争入札方式などにより異な

ります。 

 

【市民活動団体等】 

 いずれの公募方式においても、示された委託仕様書

にもとづいて、委託事業計画書を作成し、小牧市に

提出します。専門性、市民目線、きめ細かなサービ

スなど、市民活動の特徴をいかんなく発揮できる内

容が望まれますが、無理のない事業を、確実に、責

任を持って実施できる企画案とすることが大切です。 

 

－１７－ 

委託仕様書の策定 

委託仕様書の決定 

委託先の募集 



 【小牧市】 

          これまでの経験や信用度・事業遂行能力を参考に、

提案された各市民活動団体等の企画案を慎重に審査

し、委託先を決定します。提案内容に不明点がある

場合には、ヒアリングを行い相互理解に努めます。 

 

 【小牧市および市民活動団体等】 

互いの相互理解をもとに協働委託契約を締結します。 

 

 

２） 事業の実施準備から実施まで 

 

 【市民活動団体等】 

            契約書にもとづいて事業実施のための準備を行いま

す。当初の計画どおりに、慎重に準備を進めますが、

準備段階で課題や問題が発生した場合には、契約者

である小牧市との話し合いの上、前もって事業の修

正等を行うことが大切です。 

  

【小牧市および市民活動団体等】 

事業の準備段階での相互理解のズレは事業の成否に

大きな影響を与えます。相互理解がなされているか

を確認するために、協働チェックシートを使って準

備段階の互いの認識をチェックし、修正するべきと

ころは修正するように努力します。 

 

 【市民活動団体等】 

 事業を実施します。実施途中で問題が発生した場合

は、直ちに小牧市と協議を行い、問題解決に当たる

ように心がけ、事業の成功に向け努力します。 

 

【小牧市】 

小牧市は、事業を委託した側として、その事業が無

事に終了できるように見守る姿勢が大切です。また、

事業実行時に問題が発生した場合には、相互理解の

もと、共に問題解決に努力することが求められます。 

 

 

 

委託先委託先委託先委託先のののの決定決定決定決定    

－１８－ 

委託先の決定 

契  約 

実施準備 

事業実施 

事業終了 



３）事業終了後から振り返りまで 

 

 【小牧市および市民活動団体等】 

 事業が終了したら、もう一度協働チェックシートを

使って、互いの相互理解のもとに事業が遂行できた

かどうかをチェックします。計画段階と事業実施段

階を含めて、合計３回のチェックにより、協働がで

きたかどうかを検証します。 

 

 

 【小牧市および市民活動団体等】 

計画、実施、終了の各段階でそれぞれ作成した協働

チェックシートを基に、終了した事業の反省点を洗

い出し、協働事業報告シートを作成します。 

協働事業報告シートについては、はじめにそれぞれ

で作成し、その後、互い持ち寄って話し合いながら

まとめていきます。 

 

 

 【小牧市および市民活動団体等】 

最後に、反省点やそれに対する改善案を協働事業報

告書にまとめて、次回の協働事業へ引き継ぎます。 

－１９－ 

事業終了時 

評価・改善 

まとめ 



３ 協働委託事業の費用積算について 

市民活動団体等と行政が協働で事業を行う場合には、事業自体の費用のほか

に、人件費や事業運営のために支出が伴う固定費も計上する必要があります。

特に、これまで行政が主体的に行ってきた事業については、事業費以外の人件

費や固定費など予算書に現れない費用が掛かっているのが現実です。 

委託事業を計画する際には、愛知県が策定した「行政から NPO への委託事

業の積算に関する提言」を参考に、委託が想定される市民活動団体等の運営状

況を考慮した上で事業費の積算を行います。 

 

１） 事業の内容に見合った適正な人件費単価で積算すること 

  市民活動団体等は非営利だから働くスタッフが給料をもらうのはおかしい

という考えは大きな間違いです。 

  団体が継続的に責任を持って事業を行うためには、専門的な知識や技術、

活動を行うスタッフが必要です。また、経理などを行う専従スタッフも必要

不可欠です。このようなスタッフに給料等報酬を支払うのは当然なことです。 

 

 

※※※※    積算の際には、企画スタッフが何名、作業スタッフが何名と、業務ごとの人数を算出

し、業務内容によっての人件費単価も考慮して積算すること。 

 

＜＜＜＜作業者作業者作業者作業者のののの人件費例人件費例人件費例人件費例＞＞＞＞    ※※※※平成平成平成平成２２２２２２２２年年年年６６６６月月月月１１１１日現在日現在日現在日現在 

 区  分 業務の内容 適用する単価の例 備  考 

補助スタッフ 

特別のスキルを必

要としない責任が

限定された業務 

普通作業員（13,700円／日） 

軽作業員（11,200円／日） 

国交省設計

労務単価 
補助作業者 

アルバイト 
責任のあまりない

作業的業務 
732円／時間 

愛知県最低

賃金 

 

補助的な業務を行う場合 880円／時間 人事課 

通訳業務 1,600円／時間 生活交流課 

歯科衛生士 1,200円／時間 保健センター 

環境美化パトロール員 930円／時間 廃棄物対策課 

小牧市での

単価例 

(※平成22年度) 
専門的な知識を

必要とする業務 

介護認定調査員 
1,100円／時間 長寿介護課 

人件費単価（業務内容によって変動）×事業に要する人数×事業に要する日数 
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＜＜＜＜ボランティアボランティアボランティアボランティア＞＞＞＞    

一般的に市民活動は、活動に共感する市民によって支えられているため、こ

のような市民がボランティアで参加する場合の社会的付加価値（人件費相当

額）をすべて積算するか、実費弁償分を積算するか、完全な無償とするかは、

市と受託市民活動団体等とで慎重に検討すべきです。 

 また、本来、事業を実施するために不可避的に発生する業務については、「ス

タッフ人件費」として積算すべきであり、非営利事業だからといって、ボラン

ティアを活用するという名目で安易に人件費を減額することは適切ではあり

ません。 

ボランティア 

団体の呼びかけによ

り自主参加をするボ

ランティア 

事業内容・趣旨・専門性などにより、０円

から実費弁償(交通費等の実費のみ)から補

助スタッフ単価まで様々 

 

２） 事業を実施するために必要な経費を忘れずに 

≪忘れがちな経費≫ 

 

 

 

 

３） 団体継続に不可欠な間接費を適正に計上すること 

  市民活動団体等も組織として継続的に活動していく以上、事務所の維持費

や、経理･総務スタッフに支払う給与など、間接業務に要するコストを捻出す

る必要があり、委託にあたって市は適正に間接費を計上する必要があります。 

  愛知県が策定した「行政から NPO への委託事業の積算に関する提言」では、

直接費の３０％以上が望ましいとの提言がなされていますが、事務所の有無

や経理･総務に係る専従スタッフの有無など、団体の運営状況を考慮しながら

慎重に決める必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記は、委託を受けた市民活動団体等が、委託事業を行う際に必要とされる経費の積

算に参考となる項目です。実際には、事業の計画段階（小牧市と市民活動団体等が委託

契約を締結する前）から色々な経費がかかっているのが現実です。 

また、契約後も、事業の打ち合わせや協働チェックなどで必要とされる会議の経費な

ど、見落としがちな経費が多々あります。過剰な計上はいけませんが、必要と判断され

る費用については、慎重に積算することが望まれます。 

① 企画･打合せに関わる人件費 

② ボランティアを募集して行う事業における、ボランティアの募集や

コーディネートを行うスタッフの人件費 

事業に係る間接費は、直接費の３０％以上が望ましい。 

※ただし、団体の運営状況等を十分に考慮する必要がある。 

－２１－ 



４ 委託先の選定方法について 

事業の内容、協働の手法によって、協働相手の選定方法は異なりますが、

いずれの場合も選定は公平かつ公正である必要があります。 

協働委託の場合は、金額面よりも、市民活動団体等の専門性・企画力・ネ

ットワーク力などを重視する必要があります。また、さまざまな団体の可能

性を探るためにも、選定方法としては提案審査方式（プロポーザル方式）が

望ましいと考えます。 
 

選定方法例選定方法例選定方法例選定方法例    各選定方法各選定方法各選定方法各選定方法のののの概要概要概要概要     

提案審査方式 企画提案を募り、審査により決定 

特定指名 特定の市民活動団体等を選定 

随

意

契

約 

価格競争 金額を重視（一定基準以下の契約金額） 

 

競

争

契

約 

（一般・指名） 

競争入札 

金額を重視 

（例）業務仕様が行政側で完全に決められており、市民

活動団体等の裁量がない場合など（市への入札参加資

格登録が必要） 

適 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不適 

   ※ 随意契約の場合は、小牧市市民活動推進条例に基づく登録が必要になります。 

 

≪提案審査方式（プロポーザル方式）による選定≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 市民活動団体等は、多様な経験に基づくノウハウを持っており、市民の視点によ

る様々なアイデアを持っていることから、事業実施アイデアの提案を受け、審査

会で選定します。 

○  審査会とは、プレゼンテーション等から判断して受託者を選定するもので、専門

的な知識を有する有識者や関係職員などで構成します。 

○  委託する事業の内容によっては、審査会を公開するなど透明性を高めて行います。 

○  この方式を活用する場合は、委託仕様書を骨子的なものにとどめ、市民活動団体

等の自由な発想による企画を求めることが望ましいとされます。 

■ 提案審査方式とは･･･ 

委託を計画している事業について、市はおおまかな事業概要を決めます。

これまでの事業経験を参考に、複数の市民活動団体等に企画案を募ります。

この際に、公開して企画案を募る場合と、公開せずに特定の団体等に打診し

て案を出してもらう場合があります。集まった企画案について、評価検討を

行い、委託先を決定します。 

競争方式により、より優れた事業を提案した団体と契約を結ぶことができ

ます。 
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■ 特命随意契約方式とは･･･ 

経験のある特定の市民活動団体等を指名して、市が作成した事業概要に基

づいた事業の企画案を作成してもらい、双方の協議を経て、その企画案を出

した市民活動団体等と委託契約を結ぶ方式です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪特命随意契約方式による選定≫ 

 

○ 業務の特殊性などから事業を履行でき得る市民活動団体等が市内に１団体しかな

い場合など特別な理由がある場合は、その理由を明らかにしたうえで、随意契約

とします。 

○  業務内容の詳細な委託仕様書を示して、業務執行の方法や体制等をまとめた事業

計画書と見積書の提出を求め、その市民活動団体等の履行能力を確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委託仕様書の提示 

公募 

団体Ａ 団体Ｂ 団体Ｃ 

企画提案書Ａ 企画提案書Ｂ 企画提案書Ｃ 

申込 

プレゼンテーション・審査会 受託団体の決定 

事業の仕様書を提示 

団体 

 

事業計画書＆見積書 

担当部署において能力の見極め 受託団体の決定 
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≪価格競争による選定≫ 

○  あらかじめ、業務内容の詳細が規定され価額面が最も大きな選定要素となる場合

には、見積書の提出に基づき選定します。 

○  業務内容の詳細な委託仕様書を示して、業務執行の方法や体制等をまとめた事業

計画書と見積書の提出を求め、業務履行が十分に可能な市民活動団体等の中から

価格競争により決定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公開性公開性公開性公開性やややや公平性公平性公平性公平性にににに優優優優れたれたれたれた提案審査方式提案審査方式提案審査方式提案審査方式によるによるによるによる委託先委託先委託先委託先のののの決定決定決定決定がががが理想的理想的理想的理想的ですがですがですがですが、、、、

小牧市小牧市小牧市小牧市ぐらいのぐらいのぐらいのぐらいの規模規模規模規模のののの自治体自治体自治体自治体ではではではでは、、、、委託事業委託事業委託事業委託事業のののの分野分野分野分野やややや事業事業事業事業内容内容内容内容によってはによってはによってはによっては、、、、そそそそ

れをれをれをれを提案提案提案提案できるできるできるできる市民活動団体市民活動団体市民活動団体市民活動団体等等等等がががが限限限限られるためられるためられるためられるため、、、、そのそのそのその実施実施実施実施についてはについてはについてはについては慎重慎重慎重慎重なななな判判判判

断断断断がががが必要必要必要必要となりますとなりますとなりますとなります。。。。本市本市本市本市でのでのでのでの市民活動団体市民活動団体市民活動団体市民活動団体等等等等とととと市市市市とのとのとのとの委託契約委託契約委託契約委託契約はははは、、、、市民活動市民活動市民活動市民活動

をじっくりとをじっくりとをじっくりとをじっくりと育育育育てていくというてていくというてていくというてていくという観点観点観点観点からからからから、、、、特命随意契約特命随意契約特命随意契約特命随意契約がががが多多多多いのがいのがいのがいのが現状現状現状現状ですですですです。。。。 

 

 

 

 

 

事業の委託仕様書を提示 

 ２団体以上を指名 

団体 団体 団体 

担当部署において選考 

事業計画書＆見積書 

受託団体の決定 
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５ 委託先の選定基準について 

小牧市市民活動推進条例では、市民活動団体の要件を定めています。委託

事業は「契約事業」です。公金を利用するサービスとなりますので、契約先

のこれまでの活動実績や資本、事業遂行能力を評価し、慎重に委託先を選定

することが重要となります。以下は、市が市民活動団体等と委託契約を結ぶ

際に必要な項目です。 

 

１）小牧市市民活動推進条例に規定する市民活動団体であること 

２）活動内容および活動実績 

・社会貢献活動の実施内容、活動地域、受益者の状況 

・協働事業に関連する事業実施の実績 

・行政との協働事業の実績 

３）事業の実施能力 

・事業計画の経費、人員、スケジュール等の妥当性 

・継続的、安定的な事業の実施 

４）企画や政策提言の能力 

・市民活動団体の特性を生かした企画力 

・地域の課題を踏まえた政策や事業の提案能力 

５）財政状況 

・収支の健全性、安定性 ・会計関係帳簿類の整備・監査の状況 

・本来の社会貢献活動以外の事業に係る経理の妥当性 

６）事務局体制、会員 

・事業を行う事務局スタッフ、会員・労働関係帳簿類の整備・会員数 

・特定の団体や企業など会員の偏りの有無 

７）適正な法人運営（ＮＰＯ法人の場合） 

・事業報告書等の所轄庁への提出 

・役員の変更等の所轄庁への届出 

８）その他 

・宗教活動や政治活動の実施の有無 

・特定の個人や団体、企業、自治体等との過度な関係の有無 

（特定の個人や団体等のコントロールを受けずに自律的であるか。特定の個人や

団体等の利益を目的とした事業を行っていないか。など） 

・実態としての独立性の有無 
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小牧市市民活動センター管理・運営業務委託仕様書 

 

１ 適用 

   本仕様書は、小牧市（以下「甲」という。）が 受託者 特定非営利活動

法人こまき市民活動ネットワーク（以下「乙」という。）に委託する小牧市

市民活動センター管理・運営業務（以下「業務」という。）に適用する。 

 

２ 目的 

  (１)  乙が、市民活動の中間支援組織として本業務を行うことにより、小牧市市

民活動センター（以下「センター」という。）を市内における市民活動の総合

的な拠点として確立し、センターを中心とした市民活動の活性化を図ること

を目的とする。 

  (２) 市民活動の中間支援組織である乙が、本業務を行うことにより、市内にお

ける市民活動の牽引的役割を果たし、市民活動団体間のネットワーク構築を

図ることを目的とする。 

 

３ 遵守事項 

  (１) 乙は誠実にその任務にあたり、甲と協働して業務を遂行するものとする。 

  (２) 乙は別添特記事項のとおり個人情報等情報資産を取り扱う際には、情報資

産の重要性を認識し、個人の権利利益を侵害することのないようにしなけれ

ばならない。 

 

４ 業務内容 

   乙は、センターにおいて、市民活動を推進するため次の業務を行う。 

  (１) 情報の収集及び提供に関する業務 

① 市民活動に関する情報の提供 

     市民情報センターの管理・運営に関する業務 

② 市民活動に関する情報の収集 

     市民活動の情報収集に関する業務 

  (２) 人材育成、研修及び交流促進に関する業務 

① 市民活動に関する講座の開催 

     市民活動に関する講座（年間２回以上開催） 

② 協働啓発事業 

     市民活動団体と行政をマッチングする協働事業アイデア交流会 

（年間１回以上開催） 

③ 市民活動に関するセミナーの開催 

     参加･体験型のセミナーを通じて、地域課題の理解やその解決策を 

探求する（年間１回以上開催） 

 

６ 必要書類を整えよう 

 ここでは、委託事業を行うにあたって必要な「協働事業計画書」や「委託

仕様書」、「協働委託契約書」から、事業が終了した際に提出する「協働報告

書」まで、その書式と記入例について解説します。 

 

１） 委託仕様書 

委託仕様書は、契約内容に基づき個別具体的な事業内容を定めるもので、

委託者が受託者に対して一方的に指示するのが一般的です。 

しかし、協働事業においては、協働の視点に立って、委託仕様書を作成

することが必要です。なお、委託仕様書に定める事項は事業内容によって

異なるので、例示として「小牧市市民活動センター管理･運営業務委託」仕

様書を掲載します。 
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○業務の目的はできるだ

け分かりやすく記載し

てください。 

○業務を実施することで

どうなるのか等の到達

目標を記載するように

してください。 

○事前に双方で協議した内

容や項目を漏れなく記載

してください。 

○業務内容は回数や部数な

ど、できるだけ具体的に

記載してください。 



④ 地域活性化の担い手養成事業 

     コミュニティビジネスの必要性や効果性、可能性等について調査研

究し、地域に貢献できるビジネスモデルを確立する 

（調査研究報告書及び起業マニュアルの作成） 

⑤ 次世代育成事業 

     次世代の市民活動体験講座（年間３回以上開催） 

  (３) 普及啓発に関する業務 

① センターホームページ保守管理業務 

(４) 相談・助言に関する業務 

  ① 市民活動に関する相談･助言業務 

(５) 調査研究に関する業務 

① センター利用実績等に関する資料の作成 

     毎月の利用実績 

  (６) 施設の管理、運営に関する業務 

  ① センターの開設時間は、午前１０時から午後６時までとする。 

  ② センターの休業日は、毎週月曜日及び１月１日から同月３日並びに１２月２

９日から同月３１日までとする。 

  (７) センターの印刷機利用料に関する業務 

  (８) 市民活動団体ガイドブック事業 

  ① ガイドブックに掲載している団体情報のメンテナンス 

(９) その他市民活動の促進に関する業務 

 

５ 業務の成果 

   乙は、本業務の成果として、甲へ事業報告書及び決算書並びに指定された成果

物を提出するものとする。 

 

６ 支払い 

   契約金額の支払いは契約期間内２回とし、甲は乙からの適法の支払い請 

求書を受理した日から３０日以内に乙に支払うものとする。ただし、不当 

と認められた支払い請求書が提出された場合、その訂正のために要した日 

数は、これに算入しない。 

 

７ その他 

契約書に定めのない事項及び条項について疑義が生じた場合は、必要に応じて

甲、乙協議してこれを定めるものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業務終了後に提出が必要

な成果物を必ず記載して

ください。 

契約書に定める支払いに

関する規定以外に特記事

項があれば、仕様書に記

載し、補足してください。 
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契約書に定めのない事項が発生

した場合の処理方法を必ず記載

してください。 

（※契約書中に記載されている

場合は必要ありません。） 



協協協協 働 事 業 計 画働 事 業 計 画働 事 業 計 画働 事 業 計 画 書書書書    
 

（記入日）     年   月   日 

（所 属）               

（氏 名）               

協働事業名称  

協働の趣旨目的 

 

 

 

実施日時   年  月  日から    年  月  日まで 

実施場所  

実施内容 

 

 

 

 

 

 

事業費（予算） 円 （詳細は別紙予算書参照） 

協働の形態 協働委託   補助･助成   その他（  ） 

実施組織  

参加動員予定数  

実施までの 

スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

これまでの課題 

(既存事業の場合) 

 

 

 

 

 

 

２） 協働事業計画書（市民活動団体等と行政双方で協議しながら作成） 
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３） 協働委託契約書 

協働委託では、委託先である市民活動団体等と市との間で契約の締結を

行います。基本的には、民間事業者との委託契約の手順と変わりませんが、

市民活動団体等の特性を生かすため、通常の委託契約書とは異なる書面と

なっています。 

 

（協働委託契約書のポイント） 

●●●●    協働事業協働事業協働事業協働事業のののの課題等課題等課題等課題等（（（（前文前文前文前文））））    

・・・・    前文前文前文前文にににに「「「「協働事業協働事業協働事業協働事業のののの課題認識課題認識課題認識課題認識」「」「」「」「協働協働協働協働ルールブックルールブックルールブックルールブックのののの遵守遵守遵守遵守」「」「」「」「協働事業協働事業協働事業協働事業のののの総合計画総合計画総合計画総合計画

上上上上のののの位置付位置付位置付位置付けけけけ」」」」等等等等をををを明記明記明記明記ししししていますていますていますています。。。。    

●●●●    業務分担業務分担業務分担業務分担（（（（第第第第３３３３条条条条））））    

・・・・    協働事業協働事業協働事業協働事業のののの趣旨趣旨趣旨趣旨をををを尊重尊重尊重尊重しししし、、、、行政行政行政行政、、、、市民活動団体市民活動団体市民活動団体市民活動団体等等等等のののの相互相互相互相互にににに業務分担業務分担業務分担業務分担をををを定定定定めることめることめることめること

としとしとしとしていますていますていますています。。。。    

●●●●    委託料委託料委託料委託料のののの部分払部分払部分払部分払いいいい及及及及びびびび前払金前払金前払金前払金（（（（第第第第１１１１１１１１条条条条、、、、第第第第１２１２１２１２条条条条））））    

・・・・    原則後払原則後払原則後払原則後払いですがいですがいですがいですが、、、、市民活動団体市民活動団体市民活動団体市民活動団体等等等等のののの財政状況財政状況財政状況財政状況にににに配慮配慮配慮配慮しししし、、、、部分払部分払部分払部分払いいいい、、、、前払金前払金前払金前払金につにつにつにつ

いていていていて定定定定めることとしましためることとしましためることとしましためることとしました。。。。    

●●●●    事業事業事業事業のののの評価評価評価評価（（（（第第第第１８１８１８１８条条条条））））    

・・・・    協働事業協働事業協働事業協働事業のののの継続的改善継続的改善継続的改善継続的改善にににに向向向向けけけけ、、、、事業及事業及事業及事業及びびびび協働協働協働協働のののの相互評価相互評価相互評価相互評価（（（（自己評価含自己評価含自己評価含自己評価含むむむむ））））・・・・外部外部外部外部

評価評価評価評価をををを実施実施実施実施することとしましたすることとしましたすることとしましたすることとしました。。。。    

 

※その他、次の点に留意することが必要です。 

・ 協働委託以外の協働事業の対応 

→契約を伴わない、補助・事業協力などについては、契約書を作成する必要はあり

ませんが、協働委託契約書の雛形の前文、第２条（事業内容）、第３条（業務分

担）、第１４条（成果物及び著作権の帰属）、第１６条（情報共有体制）、第１８

条（事業の評価）などについて規定する協定書を作成することが望ましいと考え

ます。 

協働事業は、必ずしも予算執行を伴うものばかりではありませんが、市民活動団

体、行政双方の事業に対する共通認識を持つためにも、書面とする作業は重要で

す。 

・ 受託者の範囲の検討 

→協働事業の受託者としては、市民活動団体の育成の観点から、当面は市内の団体

を対象としますが、将来的には、市外の団体や民間業者とのコンソーシアム（共

同事業体）も想定されます。 

・ 長期継続契約について 

→現在の小牧市の契約事務では、電気料金等の長期継続契約や一部の委託でのみ長

期継続契約が認められており、それ以外は単年度での契約となります。 

 なお、お互いの継続的な事業実施を確約するために、単年度の契約とは別に、協

定書を締結することも考えられます。（例：指定管理者制度） 
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○ ○ 事 業 委 託 契 約 書（雛形） 

  

 委託者小牧市（以下「甲」という。）及び受託者○○○○（以下「乙」という。）は、○○○

○業務について、次の条項により契約を締結します。 

 なお、この業務において、甲及び乙は、「○○○○」を課題としてとらえ、これを「○○○○」

として解決するために、「まちを育む市民と行政の協働ルールブック」に規定する事項を遵守し、

協働してこの事業に取り組みます。 

 また、甲及び乙は、この協働事業は、第６次小牧市総合計画において、○○政策○○施策○

○事業に該当することを確認するとともに、課題をより効果的に解決するために、必要に応じ

て他の多様な主体や行政との連携を図り、また中長期的な課題解決への取組を検討するものと

します。 

（委託業務） 

第１条 甲は、○○○○業務（以下「委託業務」という。）を乙に委託し、乙はこれを受託する

ものとします。 

（委託業務内容） 

第２条 委託業務の内容は、次のとおりとします。 

 (1) ○○○○ 

  (2) ○○○○ 

 （業務分担） 

第３条 委託業務の実施に際し、業務分担は次のとおりとします。 

  (1) 甲は、 

  ア ○○○○ 

  イ ○○○○ 

  (2) 乙は、 

  ア ○○○○ 

  イ ○○○○ 

  （契約期間） 

第４条 この委託契約の期間は、○○○○年○○月○○日から○○○○年○○月○○日までと

します。 

 （処理の方法） 

第５条 乙は、委託業務を別添の仕様書に記載された内容に従って処理しなければなりません。

（委託料） 

第６条 甲は、委託業務に必要な経費（以下「委託料」という。）として、金○○○○円（うち

取引に係る消費税及び地方消費税○○○○円を含む。）を乙に支払うものとします。 

 （契約保証金） 

第７条 甲は、乙が納付すべき契約保証金を免除します。 

 （検査及び引き渡し） 

第８条 乙は、委託業務が完了したときは、その成果を記載した委託業務完了報告書を甲に提

出するものとします。 

 【協働委託契約書】 

≪ポイント（前文）≫ 

前文中に、 

■協働事業の課題認識 

■「協働ルールブック」の遵守 

■協働事業の総合計画上の位置づけ 

を明記しました。 

≪ポイント（第３条）≫ 

協働の趣旨を尊重し、行政と市民活動

団体等の相互に業務分担を定めるこ

ととしました。 
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 （確認等） 

第９条 甲は、乙から委託業務完了報告書の提出を受けたときは、これを検査し、適当と認め

たときは当該報告書の引渡しを受けるものとします。 

２ 甲は、前項の検査の結果、不適当と認めたときは、乙に委託業務のやり直し等を命じるこ

とができるものとし、これに要する費用は乙の負担とします。 

 （委託料の支払） 

第１０条 乙は、委託業務完了報告書を甲に引き渡したときは、甲に対して委託料の支払請求

書を提出するものとします。 

２ 甲は、適法な支払請求書の提出があったときは、その日から起算して３０日以内に委託料

を支払うものとします。 

３ 甲の責に帰すべき事由により、前項の規定による委託料の支払いを遅延したときは、甲は

政府契約の支払遅延防止等に関する法律（昭和２４年法律第２５６号）第８条の規定に基づ

いて算出した遅延利息を乙に支払わなければなりません。 

 （部分払） 

第１１条 乙は、委託完了前に出来形部分に相応する委託相当額を超えない範囲内の額につい

て、次項から４項までに定めるところにより部分払を請求することができます。この場合に

おいて、委託相当額は、第３項の確認に基づき甲が通知した出来形割合を委託料に乗じて得

た額とします。 

２ 乙は、部分払を請求しようとするときは、あらかじめ、当該請求に係る出来形部分の確認

を甲に請求しなければなりません。 

３ 甲は、前項の確認をするための検査を行い、当該確認の結果を乙に通知しなければなりま

せん。 

４ 乙は、第３項の規定による通知があったときは、部分払を請求することができます。この

場合において、甲は、適法な請求書を受理した日から３０日以内に部分払金を支払わなけれ

ばなりません。 

 （委託料の前金払） 

第１２条 第１０条の規定にかかわらず、甲は、この契約の締結後、必要と認めるときは、乙

の請求に基づき、委託料の総額を限度として、委託料の前金払をすることができることとし

ます。 

２ 乙は、前項の規定に基づく前金払を受けようとするときは、その理由を記載した書面を添

付して甲に請求するものとします。 

 （再委託） 

第１３条 乙は、委託業務の処理を第三者に一括して委託し、又は請け負わせてはなりません。

ただし、乙が、委託業務の一部について第三者に委託し、又は請け負わせる場合において、

書面により甲の承諾を得たときは、この限りではありません。 

≪ポイント（第１１条、第１２条）≫ 

市民活動団体等の財政状況を考慮し、支払

い方法は「部分払い」及び「前金払い」を

可能としました。 

－３１－ 



 
 （成果物及び著作権の帰属） 

第１４条 乙は、成果物が著作権（昭和４５年法律第４８号）第２条第１項第１号に規定する

著作権に該当する場合は、当該著作物に係る乙の著作権を当該著作物の引渡し時に甲に無償

で譲渡するものとします。 

２ 甲は、成果物を自由に使用し、又はこれを使用するに当たり、その内容等を変更すること

ができます。 

３ 乙は、有償又は無償にかかわらず、複写、複製、抜粋その他の形式により成果物を配付し

ようとする場合は、あらかじめ甲の承認を得なければなりません。 

 （特許権等の使用） 

第１５条 乙は、特許権、実用新案権、意匠権、商標権その他日本国の法令に基づき保護され

る第三者の権利（以下本条において、「特許権等」という。）の対象となっている履行方法を

使用するときは、その使用に関する一切の責任を負わなければなりません。ただし、甲がそ

の履行方法を指定した場合において、仕様書等に特許権等の対象である旨の明示がなく、か

つ乙がその存在を知らなかったときは、甲は、乙がその使用に関して要した費用を負担しな

ければなりません。 

 （情報共有体制） 

第１６条 甲及び乙は、委託業務に関する情報を共有する義務を負うこととします。また、地

域社会に対して共有している情報を積極的に公開する努力義務を負うこととします。 

 （個人情報の管理） 

第１７条 甲及び乙は、委託業務を行う上で個人情報を取り扱う場合は、適正な維持管理を行

わなければなりません。 

 （事業の評価） 

第１８条 甲及び乙は、委託業務の成果における説明責任を果たし、今後のよりよい協働して

行う事業の体制を構築する目的で、委託業務に関する相互評価を行うこととします。 

２ 第１項の相互評価の結果は、積極的に市民に公開するとともに、小牧市市民活動推進条例

（平成１６年小牧市条例第１７号）第８条第１項の規定に基づき置かれた小牧市市民活動促

進委員会による外部評価を行うこととします。 

３ 甲及び乙は、前２項の相互評価及び外部評価の結果を尊重し、今後の協働して行う事業に

積極的に活用するものとします。 

 （契約の解除等） 

第１９条 甲は、乙がこの契約に違反した場合は、契約を解除し、又は変更することができる

こととします。この場合において、甲は、既に支払った委託料の全部又は一部の返還を乙に

請求することができることとします。 

２ 乙は、甲がこの契約に違反した場合、契約を解除し、又は変更することができることとし

ます。この場合において、乙は、すでに生じた負担の全部又は一部の支払いを甲に請求する

ことができることとします。 

 （損害賠償） 

第２０条 甲及び乙は委託業務の履行に当たり、甲又は乙の責めに帰すべき事由により第三者

に損害を与えた場合は、その責任割合に応じて損害を賠償しなければなりません。 

≪ポイント（第１４条）≫ 

協働の趣旨を尊重し、成果については、

お互いに帰属することとしました。 

≪ポイント（第１８条）≫ 

協働事業の継続的改善に向け、事業の相互評

価、外部評価を実施することとしました。 

－３２－ 



（契約外の事項） 

第２１条 この契約書に定めのない事項及びこの契約の条項について疑義が生じた場合は、必

要に応じて甲、乙協議してこれを定めるものとします。 

 

この契約を証するため、この契約書２通を作成し、甲、乙記名押印のうえ、各自１通を保有

するものとします。 

平成○○年○○月○○日 

 

委託者（甲）  小牧市堀の内一丁目１番地 

                小牧市 

                 代表者 小牧市長 ○○ ○○  

 

受託者（乙）  ○○○○ 

                ○○○○ 

代表者 ○○ ○○ 

－３３－ 



協協協協 働 事 業働 事 業働 事 業働 事 業 報 告報 告報 告報 告 書書書書    
 

（記入日）     年   月   日 

（所 属）               

（氏 名）               

協働事業名称  

協働の趣旨目的 

 

 

 

実施した日時   年  月  日から    年  月  日まで 

実施した場所  

実施した内容 

 

 

 

 

 

 

事業費（決算） 円 （詳細は別紙決算書参照） 

協働の形態 協働委託  補助･助成  協力  その他（  ） 

実施した組織  

参加動員数(結果)  

実施 

スケジュール 

 

 

 

 

 

 

次回への引継事項 

 

 

 

 

 

 

７ 事業が完了したら（振り返り） 

〈１〉事業の経過や成果等を振り返り、事業を計画する時点であらかじめ決め

ておいた点検項目について、『協働チェックシート（終了段階）』を使っ

て、評価･改善を行います。 

〈２〉評価を行った結果やその改善方法、協働で行ったことによる副次的効果

等を『協働事業報告シート』に記載し、シートを完成させます。（『協働

事業報告シート』は外部評価結果とともにホームページ等で公開し、新

たな協働事業のお手本とします。） 

 

 

 

 

 

８ 事業の最後に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価・改善の仕組みや流れについては、第３章「協働

をよりよいものにするために」（５３ページ）で詳し

く解説しています。 

－３４－ 



第第第第２２２２章章章章    さあさあさあさあ、、、、実際実際実際実際にににに協働協働協働協働しようしようしようしよう！！！！                                                                

    ≪第２項 補助・助成≫                     

１ 補助・助成の概念 

１） 補助・助成とは･･･ 

◆ 行政が行うよりも事業者や市民活動団体等が行ったほうが効果が高いと見

込まれる事業について、行政が作成した資格要件をクリアできる事業者もし

くは市民活動団体等に対して、事業費の一部を補完する交付金を支出して事

業を行ってもらう協働のかたちを指します。 

◆ 事業管理の責任は行政と市民活動団体等に、事業運営の責任は１００％助成

を受けた市民活動団体等にあります。 

 

２） 小牧市で交付されている市民活動に対する補助金･助成金（主なもの） 

制度制度制度制度のののの名称名称名称名称    制度制度制度制度のののの概要概要概要概要    上限額上限額上限額上限額    担当課担当課担当課担当課    

市民活動助成金 

市民活動団体が自主的･自立的

に地域の課題解決に取り組む

事業の、必要経費の一部を交付 

はじめの一歩 

50,000 円 

元気なまちづくり 

100,000 円 

生活交流課 

安全安心まちづくり活動補助金 

地域における防犯パトロール

など、継続的に安全で安心なま

ちづくりに資する活動を行う

団体に対して交付 

初年度 

200,000 円 

次年度以降 

100,000 円 

交通防犯課 

地域３あい事業費補助金 

地区の共同利用施設等を拠点

に、世代を超えたすべての地域

住民を対象とした交流事業に

対して交付 

200,000 円 生涯学習課 

 

 

 

本ルールブックでは、補助・助成を分かりやすく理解して

もらうため、次ページから、「小牧市市民活動助成金交付制

度」を例に挙げて解説していきます。 

－３５－ 



市民（市民活動団体等）が行う部分 

２ 事務手続きのフローチャート（小牧市市民活動助成金より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実績報告書＆実績報告シート提出 

※事業完了後３０日以内（最終３月３１日締切） 

● 交付決定通知後、速やかに提出 

● 生活交流課 or 市民活動センターで受付 

● 市民に公開 

● 公開（市民によるチェック） 

【１年～３年】 

事業計画変更承認申請 

１５日以内 申請取り下げ 

● 生活交流課 or 市民活動センターで受付 

申請前の段階で、相談などの協議機会

があった場合には、協働事業計画書協働事業計画書協働事業計画書協働事業計画書を

作成し、協議記録とします。 

市民活動団体の登録 

企画事業の公募 

助成金交付申請書の提出 

企画提案発表会 

市民活動促進委員会による審査 

交付決定通知 

助成金請求 

不交付決定通知 

助成金の交付 

事業の実施 
※事業計画の変更があった場合 

実績報告会 

 

－３６－ 



協協協協 働 事 業 計 画働 事 業 計 画働 事 業 計 画働 事 業 計 画 書書書書    
 

（記入日）     年   月   日 

（所 属）               

（氏 名）               

協働事業名称  

協働の趣旨目的 

 

 

 

実施日時   年  月  日から    年  月  日まで 

実施場所  

実施内容 

 

 

 

 

 

 

事業費（予算） 円 （詳細は別紙予算書参照） 

協働の形態 協働委託   補助･助成   その他（  ） 

実施組織  

参加動員予定数  

実施までの 

スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

これまでの課題 

(既存事業の場合) 

 

 

 

 

 

 

３ 必要書類を整えよう 

１） 助成金の交付申請から支払いまで 

 

交付申請前の段階で、事業内容等に

ついての相談などの協議を行う機

会があった場合には、「協働事業計

画書」を作成し、協議記録として残

します。 

【協働事業計画書】 

－３７－ 



 小牧市市民活動助成金交付申請書 

 

 

平成平成平成平成○○○○○○○○年□□□□□□□□月△△△△△△△△日 

 

（あて先）小牧市長 

 

団体の名称 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○のののの会会会会  

所  在 地 小牧市小牧市小牧市小牧市堀堀堀堀のののの内一丁目内一丁目内一丁目内一丁目１１１１番地番地番地番地  

代  表 者 小牧小牧小牧小牧     太郎太郎太郎太郎    ?   

 

小牧市市民活動助成金の交付を受けたいので、小牧市市民活動助成金交

付要綱第７条の規定により下記のとおり申請します。 

 

記 

 

１ 助成を受けようとする市民活動の計画 

（１）事業名称 

    子子子子どものどものどものどもの心心心心をををを育育育育むむむむ体験活動事業体験活動事業体験活動事業体験活動事業     

（２）助成部門 

    元気元気元気元気なまちづくりなまちづくりなまちづくりなまちづくり部門部門部門部門  

（３）事業目的 

    体験学習体験学習体験学習体験学習やややや紙粘土紙粘土紙粘土紙粘土・・・・陶芸等陶芸等陶芸等陶芸等のののの工作工作工作工作をををを通通通通じてじてじてじて、、、、野外活動野外活動野外活動野外活動、、、、創作活動創作活動創作活動創作活動

のすばらしさをのすばらしさをのすばらしさをのすばらしさを知知知知ってもらってもらってもらってもらうとともにうとともにうとともにうとともに、、、、モノモノモノモノをををを大切大切大切大切にするにするにするにする心心心心をををを育育育育

みみみみ、、、、子子子子どものどものどものどもの健全育成健全育成健全育成健全育成をををを図図図図るるるる。。。。     

    

（４）事業内容 

    別紙事業計画シートのとおり 

 

２ 助成金交付申請額 

   金  １０１０１０１０００００，，，，００００００００００００  円  

 

 

３ 助成を受けようとする活動費用の内訳書  

 

  収入 

項    目 金  額（円） 内   容 

市民活動助成金 

体験学習体験学習体験学習体験学習参加料参加料参加料参加料     

    

自己負担金自己負担金自己負担金自己負担金     

１０１０１０１０００００，，，，００００００００００００     

２７２７２７２７，，，，００００００００００００     

    

１１１１７７７７，，，，１２１２１２１２００００     

小牧市より 

＠＠＠＠ 333300000000 円円円円××××33330000 名名名名××××3333 回回回回     

((((保険料保険料保険料保険料、、、、材料代材料代材料代材料代としてとしてとしてとして ))))     

団体団体団体団体よりよりよりより  

計 １１１１４４４４４４４４，，，，１２１２１２１２００００      

 

  支出 

項   目 金  額（円） 内   容 

【助成対象経費】  

報償費報償費報償費報償費     

    

旅費旅費旅費旅費     

使用料使用料使用料使用料     

    

需用費需用費需用費需用費     

    

 

 

役務費役務費役務費役務費     

    

４５４５４５４５，，，，００００００００００００     

    

６６６６，，，，００００００００００００     

１２１２１２１２，，，，００００００００００００     

    

６６６６，，，，００００００００００００     

１１１１２２２２，，，，００００００００００００     

９９９９，，，，００００００００００００     

２２２２，，，，００００００００００００     

１１１１８８８８，，，，００００００００００００     

    

１５１５１５１５，，，，１２０１２０１２０１２０     

 

講師講師講師講師へのへのへのへの謝礼謝礼謝礼謝礼     

15151515 ,000,000,000,000 円円円円××××3333 講座講座講座講座     

講師旅費講師旅費講師旅費講師旅費（（（（ 3333 回分回分回分回分））））     

会場使用料会場使用料会場使用料会場使用料     

4,0004,0004,0004,000 円円円円××××3333 回回回回     

ポスターポスターポスターポスター 、、、、チラシチラシチラシチラシ 作成費作成費作成費作成費     

創作活動創作活動創作活動創作活動でのでのでのでの資材費資材費資材費資材費     

体験学習体験学習体験学習体験学習でのでのでのでの資材費資材費資材費資材費     

消耗品費消耗品費消耗品費消耗品費     

保険料保険料保険料保険料     

@@@@200200200200 円円円円××××30303030 名名名名××××3333 回回回回     

チ ラ シチ ラ シチ ラ シチ ラ シ 発 送発 送発 送発 送 にににに 係係係係 るるるる 通信 運 搬 費通信 運 搬 費通信 運 搬 費通信 運 搬 費     

126126126126 区区区区××××120120120120 円円円円     

小計 １１１１２５２５２５２５，，，，１１１１２０２０２０２０     左 記 ×90％ の 額 １ １ ２１ １ ２１ １ ２１ １ ２ ，，，， ６ ０ ８６ ０ ８６ ０ ８６ ０ ８ 円  

【助成対象外経費】 

備品購入費備品購入費備品購入費備品購入費     

食糧費食糧費食糧費食糧費     

 

１０１０１０１０，，，，００００００００００００     

９９９９，，，，００００００００００００     

 

のこぎりのこぎりのこぎりのこぎり 、、、、 金金金金 づちづちづちづち 等等等等     

子子子子 どもたちどもたちどもたちどもたち へのへのへのへの ジュースジュースジュースジュース 代代代代     

小計 １９１９１９１９，，，，００００００００００００      

計 １１１１４４４４４４４４，，，，１２１２１２１２００００      
 
 

申請する場合は『小牧市市民活動推

進条例』に基づく市民活動団体登録

が必要です。 

事業の分野については、特定非営

利活動促進法（ＮＰＯ法）に定め

る１７分野が対象となります。 

何を通じて、何をどうしたいのかな

ど、具体的な目的を記載します。 

○助成の対象となる経費、対象とならな

い経費の分類に気をつけてください。 

○各項目については、内容欄に積算根拠

を記載してください。 

○収支の合計額は必ず同額になるように

合わせてください。 

【交付申請書】 

－３８－ 



    
    

    

    

 
≪≪≪≪団体団体団体団体名名名名≫≫≫≫    

団体名 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○のののの会会会会    

代表者 小牧小牧小牧小牧    太郎太郎太郎太郎    連絡先 ■■■■■■■■----■■■■■■■■■■■■■■■■    

 
≪≪≪≪事業名称事業名称事業名称事業名称≫≫≫≫    

子子子子どものどものどものどもの心心心心をををを育育育育むむむむ体験活動体験活動体験活動体験活動 事業 

 
≪≪≪≪助成部門助成部門助成部門助成部門≫≫≫≫（（（（下記下記下記下記のののの２２２２部門部門部門部門からからからから選択選択選択選択してくださいしてくださいしてくださいしてください。）。）。）。） 

    【はじめの一歩部門】 

○○○○ 『元気なまちづくり部門』 

 
≪≪≪≪助成期間助成期間助成期間助成期間≫≫≫≫ ※※※※『『『『元気元気元気元気なまちづくりなまちづくりなまちづくりなまちづくり部門部門部門部門』』』』でででで申請申請申請申請するするするする団体団体団体団体のみのみのみのみ記入記入記入記入    

 単年助成 

 ２年助成 

○○○○ ３年助成 

 
≪≪≪≪申請金額申請金額申請金額申請金額≫≫≫≫    
  【はじめの一歩部門】で申請する団体 

 円 

  『元気なまちづくり部門』で申請する団体 

初年度  １００１００１００１００，，，，００００００００００００ 円 

２年目 ８０８０８０８０，，，，００００００００００００    円 

３年目 ８８８８００００，，，，００００００００００００    円 

 
≪≪≪≪事業事業事業事業のののの目的目的目的目的≫≫≫≫    

体験学習体験学習体験学習体験学習やややや紙粘土紙粘土紙粘土紙粘土・・・・陶芸等陶芸等陶芸等陶芸等のののの工作工作工作工作をををを通通通通じてじてじてじて、、、、野外活動野外活動野外活動野外活動、、、、創作活動創作活動創作活動創作活動のすばらしさをのすばらしさをのすばらしさをのすばらしさを知知知知ってってってって

もらうもらうもらうもらうとともにとともにとともにとともに、、、、モノモノモノモノをををを大切大切大切大切にするにするにするにする心心心心をををを育育育育みみみみ、、、、子子子子どものどものどものどもの健全育成健全育成健全育成健全育成をををを図図図図るるるる。。。。    

    
≪≪≪≪申請申請申請申請するするするする理由理由理由理由≫≫≫≫（（（（できるだけできるだけできるだけできるだけ詳細詳細詳細詳細にににに！）！）！）！）    

昔昔昔昔にににに比比比比べるとべるとべるとべると最近最近最近最近のののの子子子子どもはどもはどもはどもは TVTVTVTV ゲームゲームゲームゲームなどなどなどなど屋内屋内屋内屋内でででで遊遊遊遊ぶぶぶぶ機会機会機会機会がががが多多多多くなりくなりくなりくなり、、、、何何何何かかかか

をををを創作創作創作創作するというするというするというするという機会機会機会機会はははは少少少少なくなっているとなくなっているとなくなっているとなくなっていると思思思思われわれわれわれますますますます。。。。そういったそういったそういったそういった子子子子どもどもどもども

たちたちたちたちをををを対象対象対象対象にににに、、、、里山里山里山里山からからからから採取採取採取採取したしたしたした粘土粘土粘土粘土をををを利用利用利用利用してのしてのしてのしての陶芸教室陶芸教室陶芸教室陶芸教室やややや木工教室木工教室木工教室木工教室をををを開開開開

校校校校しししし、、、、屋外屋外屋外屋外でででで遊遊遊遊ぶぶぶぶ楽楽楽楽しさしさしさしさ、、、、創作創作創作創作するするするする喜喜喜喜びをびをびをびを知知知知ってもらうってもらうってもらうってもらうとともにとともにとともにとともに、、、、自自自自らがらがらがらが創創創創

ることによりることによりることによりることにより、、、、モノモノモノモノをををを大切大切大切大切にするにするにするにするためためためため心育心育心育心育むためむためむためむためのののの活動費用活動費用活動費用活動費用としてとしてとしてとして助成金交助成金交助成金交助成金交

付申請付申請付申請付申請しますしますしますします。。。。    

市民活動助市民活動助市民活動助市民活動助成金事業計画成金事業計画成金事業計画成金事業計画シートシートシートシート    
（（（（必必必必ずずずず記入記入記入記入してくださいしてくださいしてくださいしてください）））） 

ここで選択した助成期間について、

その後の延長は認めません。 

上限１０万円 

（補助率９０％以内） 

上限５万円（補助率なし） 

≪≪≪≪事業事業事業事業のののの内容内容内容内容≫≫≫≫    
  事業工程    ⇒⇒⇒⇒    企画企画企画企画・・・・準備準備準備準備・・・・実施実施実施実施・・・・完了完了完了完了等等等等についてについてについてについて、、、、できるだけできるだけできるだけできるだけ詳細詳細詳細詳細にににに。。。。    

例）企画立案（平成■年●月～▲月） 

・・・・企画立案企画立案企画立案企画立案（（（（平成平成平成平成２２２２２２２２年年年年６６６６月月月月））））    

・・・・野外活動実施野外活動実施野外活動実施野外活動実施（（（（平成平成平成平成２２２２２２２２年年年年７７７７月月月月、、、、８８８８月月月月））））    

・・・・企画立案企画立案企画立案企画立案（（（（平成平成平成平成２２２２２２２２年年年年９９９９月月月月～～～～１１１１００００月月月月））））    

・・・・創作活動実施創作活動実施創作活動実施創作活動実施（（（（平成平成平成平成２２２２２２２２年年年年１１１１１１１１月月月月））））    

・・・・実施事業実施事業実施事業実施事業のののの振振振振りりりり返返返返りりりり（（（（平成平成平成平成２２２２２２２２年年年年１２１２１２１２月月月月））））    

・・・・来年度来年度来年度来年度にににに向向向向けたけたけたけた事業計画事業計画事業計画事業計画（（（（平成平成平成平成２２２２３３３３年年年年１１１１月月月月～～～～３３３３月月月月））））    
・・・・報告書作成報告書作成報告書作成報告書作成、、、、提出提出提出提出（（（（平成平成平成平成２２２２３３３３年年年年３３３３月月月月））））    

事業の対象者 

市内在住市内在住市内在住市内在住のののの児童児童児童児童（（（（年齢不問年齢不問年齢不問年齢不問））））とそのとそのとそのとその保護者保護者保護者保護者    

期待される効果 

子子子子どもたちどもたちどもたちどもたちにににに、、、、ゼロゼロゼロゼロからからからからモノモノモノモノをををを創創創創るるるる喜喜喜喜びびびび、、、、モノモノモノモノのののの大切大切大切大切さをさをさをさを知知知知ってもらえってもらえってもらえってもらえ、、、、リデュリデュリデュリデュ
ースースースース・・・・リユースリユースリユースリユース・・・・リサイクルリサイクルリサイクルリサイクルやややや地産地消地産地消地産地消地産地消のののの精神精神精神精神がががが育育育育まれるまれるまれるまれる。。。。 

    
≪≪≪≪選択審査項目選択審査項目選択審査項目選択審査項目≫≫≫≫ ※※※※『『『『元気元気元気元気なまちづくりなまちづくりなまちづくりなまちづくり部門部門部門部門』』』』でででで申請申請申請申請するするするする団体団体団体団体のみのみのみのみ記入記入記入記入 

事業の内容で特にアピールしたい２項目を下記から選択してください。 

 地域性 活動が地域に寄与することが期待できる 

 自立性 自己努力による資金確保に努めている 

 先駆性 新しい社会を作り上げるために期待ができる開拓的な
ものである 

 実現性 実行可能な方法、スケジュール、予算である 

○○○○    問題提起性 社会への新たな問題提起につながる 

○○○○    効果性 効果の広がりが期待できる 

上記上記上記上記でででで選択選択選択選択したしたしたした項目以外項目以外項目以外項目以外にもにもにもにもアピールアピールアピールアピールしたいしたいしたいしたい項目項目項目項目があればがあればがあればがあれば、、、、プレゼンテーションプレゼンテーションプレゼンテーションプレゼンテーションでででで発表発表発表発表してしてしてして

くださいくださいくださいください。。。。    
 
≪≪≪≪発表方法発表方法発表方法発表方法≫≫≫≫ ※※※※『『『『元気元気元気元気なまちづくりなまちづくりなまちづくりなまちづくり部門部門部門部門』』』』でででで申請申請申請申請するするするする団体団体団体団体のみのみのみのみ記入記入記入記入 

予定しているプレゼンテーションの方法を記入してください。 

パワーポイントパワーポイントパワーポイントパワーポイントをををを使用使用使用使用しししし、、、、紙資料紙資料紙資料紙資料によりによりによりにより補足説明補足説明補足説明補足説明をををを行行行行うううう。。。。    

 
≪≪≪≪今後今後今後今後のののの展開展開展開展開≫≫≫≫（（（（団体団体団体団体のののの今後今後今後今後ののののビジョンビジョンビジョンビジョン『『『『到達目標到達目標到達目標到達目標』』』』をををを記入記入記入記入してくださいしてくださいしてくださいしてください。）。）。）。） 

今年度今年度今年度今年度からからからから３３３３年間年間年間年間のののの活動活動活動活動をををを通通通通じてじてじてじて団体及団体及団体及団体及びびびび活動活動活動活動のののの周知周知周知周知ＰＲＰＲＰＲＰＲをををを図図図図りりりり、、、、徐徐徐徐々々々々にににに活活活活

動規模動規模動規模動規模をををを広広広広げげげげ、、、、将来的将来的将来的将来的にはにはにはには「「「「里山分校里山分校里山分校里山分校」」」」をををを開校開校開校開校しししし、、、、学校活動学校活動学校活動学校活動とはとはとはとは違違違違ったったったった視点視点視点視点

によるによるによるによる健全育成健全育成健全育成健全育成をををを図図図図っていきたいっていきたいっていきたいっていきたい。。。。    

なおなおなおなお、、、、初年度初年度初年度初年度はははは２０２０２０２０名名名名のののの受講生受講生受講生受講生のののの定着化定着化定着化定着化をををを目指目指目指目指しししし、、、、二年目二年目二年目二年目はははは３０３０３０３０名名名名、、、、三年目三年目三年目三年目

はははは４０４０４０４０名名名名とととと、、、、徐徐徐徐々々々々にににに受講生受講生受講生受講生をををを増増増増やしていきやしていきやしていきやしていき、、、、最終的最終的最終的最終的にはにはにはには１００１００１００１００名体制名体制名体制名体制でのでのでのでの里里里里

山分校山分校山分校山分校をををを展開展開展開展開していきたいとしていきたいとしていきたいとしていきたいと考考考考えていますえていますえていますえています。。。。    

 
≪≪≪≪そのそのそのその他他他他≫≫≫≫    

・ 記入した本シートの他に、事業内容を示す資料があれば添付してください。 
・ 事業内容、申請理由、今後の展開 etc.で書き足りない場合は、別紙を用意して

ください。 

各項目は「なぜ？」「いつ？」「どこ

で？」「どのように？」など、でき

るだけ具体的な詳細を記載してく

ださい。 

団体が、今後どうなって行きたいか

等の「到達目標」を記載してくださ

い。具体的な数値目標を掲げると分

かりやすくなります。 

【事業計画シート】 

－３９－ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

様式第２（第８条関係） 

小牧市市民活動助成金交付決定通知書 

 

 

第     号 

  年  月  日 

 

  ○○○○○の会 

  代表 小牧 太郎 様 

 

 

小牧市長         ?印   

 

 

年  月  日付けで申請のありました助成金の交付については、下記のとおり決

定したので、小牧市市民活動助成金交付要綱第８条第２項の規定により通知します。 

 

記 

 

１ 助成金の額 

   金          円 

 

２ 助成対象事業の目的及び内容 

 助成金の交付の対象となる事業は「○○○○○」とし、その内容は申請書のとおりとする。 

 

３ 交付条件 

 

 

 

 

 

備考 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とする。 

様式第４（第９条関係） 

小牧市市民活動助成金請求書 

 

 

  年  月  日 

 

（あて先）小牧市長 

 

団体の名称             

所  在 地             

代  表 者          ?   

 

 

  年   月   日付け  第    号で交付決定のありました

小牧市市民活動助成金について、小牧市市民活動助成金交付要綱第９条の

規定により下記のとおり請求します。 

 

記 

 

１ 請求額 

   金           円  

 

２ 助成金の受入れ先 

   金融機関名 

   支店名 

   預金種別 

   口座番号 

口座名義 

 

 

 

 

備考 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とする。 

交付が決定した場合、小牧市から団

体あてに「交付決定通知書」が送ら

れます。 

○交付決定後、すみやかに団体の振

込先等を記載した請求書を提出

していただきます。 

○小牧市は提出された請求書に基

づき、助成金を支払います。 

【交付決定通知書】 

－４０－ 



２） 事業の実績報告から助成金の確定まで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○事業が完了したら、３０日以内に

「実績報告書」と「事業報告シート」

を提出していただきます。 

○もし、事業の実施途中で計画に変更

が生じた場合は、変更内容を記した

「事業計画変更承認申請書」を提出

し、承認を受ける必要があります。 

○助成の対象となる経費、対象となら

ない経費の分類に気をつけて記載

してください。 

○各項目の費用詳細を内容欄に記載

してください。 

○収支の合計額は必ず同額になるよ

うに合わせてください。 

市民活動実績報告書 

 

 

  年   月  日

（あて先）小牧市長 

 

団体の名称            

所 在 地            

代 表 者          印 

  年   月  日付け  第   号で交付決定通知のありまし

た助成対象事業が完了したので、小牧市市民活動助成金交付要綱第１２条

の規定により下記のとおり報告します。 

 

記 

 

１ 助成事業の名称 

 

 

２ 助成事業の実施期間  着手     年  月  日 

完了     年  月  日 

 

３ 助成金額 

   金          円 

 

４ 助成事業の内容及び成果 

５ 助成に係る活動費用の内訳書 

  収入 

項    目 予算額（円） 執行額（円） 内  容 

    

計    

 

  支出 

項    目 予算額（円） 執行額（円） 内  容 

【 助 成対 象経 費】  

 

 

 

 

 

 

 

 

   

小計   左 記 × 90 ％ の 額      

円  

【 助 成 対 象 外 経 費 】  

 

 

 

   

小計    

計    

 

【実績報告書】 

－４１－ 



    
    

    

    

 
≪≪≪≪団体名団体名団体名団体名≫≫≫≫    

団体名 
 

代表者 
 

連絡先 
 

 
≪≪≪≪事業名称事業名称事業名称事業名称≫≫≫≫    

事業（       部門） 

 
≪≪≪≪助成期間助成期間助成期間助成期間≫≫≫≫ ※※※※『『『『元気元気元気元気なまちづくりなまちづくりなまちづくりなまちづくり部門部門部門部門』』』』でででで申請申請申請申請したしたしたした団体団体団体団体のみのみのみのみ記入記入記入記入    

年助成の   年目（平成   年度採択） 

 
≪≪≪≪助成助成助成助成金額金額金額金額≫≫≫≫    
  【はじめの一歩部門】で申請した団体 

円 

  『元気なまちづくり部門』で申請した団体 

初年度 円 

２年目 円 

３年目 円 

    
≪≪≪≪助成助成助成助成事業事業事業事業のののの内容内容内容内容およびおよびおよびおよび成果成果成果成果≫≫≫≫    

事業の内容および成果 

 
 
 
 

  実施工程    ⇒⇒⇒⇒    企画企画企画企画・・・・準備準備準備準備・・・・実施実施実施実施等等等等についてについてについてについて、、、、「「「「いついついついつ････どこでどこでどこでどこで････何何何何をををを････どのようにしてどのようにしてどのようにしてどのようにして」」」」等等等等、、、、    

できるだけできるだけできるだけできるだけ詳細詳細詳細詳細にににに。。。。    

例）企画立案（平成■年●月～▲月）、事業実施（◇月△日～□月○日） 

 
 
 
 
 
 

 

市民活動助成金事業報告シート 
（（（（必必必必ずずずず記入記入記入記入してくださいしてくださいしてくださいしてください）））） 

事業実施に際して苦労した点、工夫した点、課題点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

上記課題点に対する今後に向けての改善方法 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
≪≪≪≪小牧市市民活動促進委員会小牧市市民活動促進委員会小牧市市民活動促進委員会小牧市市民活動促進委員会からのからのからのからの提言提言提言提言にににに対対対対してのしてのしてのしての取取取取りりりり組組組組みみみみ事項事項事項事項≫≫≫≫    

 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
≪≪≪≪事業事業事業事業にににに対対対対するするするする自己評価自己評価自己評価自己評価≫≫≫≫（（（（上記上記上記上記のののの内容内容内容内容をををを踏踏踏踏まえてまえてまえてまえて、、、、事業事業事業事業のののの評価評価評価評価ををををしてくださいしてくださいしてくださいしてください。）。）。）。）    

評価 評価基準 

 

Ａ：計画どおりの事業運営が適当 

Ｂ：事業の進め方等に改善が必要 

Ｃ：事業規模･内容等の見直しの検討が必要 

Ｄ：事業の休･廃止の検討が必要 

    
≪≪≪≪そのそのそのその他他他他≫≫≫≫    

・ 記入した本シートの他に、事業内容・成果等を示す資料があれば添付して 
ください。 

    
≪≪≪≪市民活動助成金交付制度市民活動助成金交付制度市民活動助成金交付制度市民活動助成金交付制度にににに関関関関するするするする自由意見自由意見自由意見自由意見≫≫≫≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各項目は「なぜ？」「いつ？」「どこ

で？」「どのように？」など、でき

るだけ具体的な詳細を記載してく

ださい。 

事業の課題点に対する改善方法を

記載してください。 

課題点を踏まえ、事業に対する自己

評価を行ってください。 

【事業報告シート】 

－４２－ 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補助金等確定通知書 

 

 

  小 生 第  号

   年  月  日

 

○○の会 

  会長 小牧 太郎 様 

 

小牧市長       印  

 

年 月 日付けで実績報告のあった補助事業等については、次

のとおり補助金等の額を確定したので市費補助金等の予算執行に関する規

則第１３条の規定により通知します。 

 

 

１ 補助事業等の名称 

   

 

２ 補助金額の確定額 

 金        円 

提出された「実績報告書」と「事業

報告シート」の内容を審査し、適正

と認められる場合は、団体あてに

「補助金等確定通知書」が通知され

ます。 

【補助金等確定通知書】 

－４３－ 



協協協協 働 事 業働 事 業働 事 業働 事 業 報 告報 告報 告報 告 書書書書    
 

（記入日）     年   月   日 

（所 属）               

（氏 名）               

協働事業名称  

協働の趣旨目的 

 

 

 

実施した日時   年  月  日から    年  月  日まで 

実施した場所  

実施した内容 

 

 

 

 

 

 

事業費（決算） 円 （詳細は別紙決算書参照） 

協働の形態 協働委託  補助･助成  協力  その他（  ） 

実施した組織  

参加動員数(結果)  

実施 

スケジュール 

 

 

 

 

 

 

次回への引継事項 

 

 

 

 

 

 

４ 事業が完了したら（振り返り） 

〈１〉事業の経過や成果等を振り返り、事業を計画する時点であらかじめ決め

ておいた点検項目について、『協働チェックシート（終了段階）』を使っ

て、評価･改善を行います。 

〈２〉評価を行った結果やその改善方法、協働で行ったことによる副次的効果

等を『協働事業報告シート』に記載し、シートを完成させます。（『協働

事業報告シート』は外部評価結果とともにホームページ等で公開し、新

たな協働事業のお手本とします。） 

 

 

 

 

 

５ 事業の最後に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価・改善の仕組みや流れについては、第３章「協働

をよりよいものにするために」（５３ページ）で詳し

く解説しています。 

－４４－ 



本ルールブックでは、協力を分かりやすく理解してもらうため、「小牧

市公共施設アダプトプログラム」を例に挙げて解説していきます。 

第第第第２２２２章章章章    さあさあさあさあ、、、、実際実際実際実際にににに協働協働協働協働しようしようしようしよう！！！！                                                                

    ≪第３項 協力≫                       

１ 協力の概念 

１） 協力とは･･･ 

市民活動団体等と行政が、「協定書」に基づき役割分担を決めて、一定期間継

続的な関係のもとで事業を協力して行う形態です。 

「協定書」は、目的、役割分担、責任分担、有効期限などの項目を取り決め

て締結します。 

 

 

 

 

 

２） アダプトプログラムとは･･･ 

アダプトプログラム（ADOPT PROGRAM）は、１９８５年（昭和６０年）

にアメリカで生まれた新しいまち美化の取組みです。アダプト（Adopt）とは

英語で「養子にする」という意味があります。 

 小牧市がこの制度を導入する目的は、環境美化に対する市民意識の高揚を図

るとともに、市民と市の協働による環境美化を推進するためです。 

具体的には、ボランティアグループと市が、美化活動の内容や役割分担につ

いて合意書を交わし、この合意書に基づき、地域住民や地元事業所等が、道路

などの公共施設を愛情と責任をもって定期的かつ継続的に清掃活動等の美化活

動を進めていくものです。 

 この効果として、道路などの美化活動としてだけでなく、散乱ごみ防止の啓

発効果が期待できます。 

 

小牧市公共施設アダプトプログラムの基本的仕組み 

 

活動内容・役割分担 

地域住民・地元事業所等     を協議（合意書）   市 

 ○清掃活動の実施等                  ○清掃用具・ごみ袋の提供 

                           ○ボランティア保険の加入 

愛情と責任をもって             ○アダプトサインの設置 等 

美化活動を進める。  

 

道路・河川・公園等 

 

－４５－ 



≪アダプトプログラムにおける地域住民・地元事業所等の役割、市の役割≫ 

（１）地域住民・地元事業所等の役割 

地域住民、地元事業所等のボランティアグループが、道路、河川、公園等

の公共施設を、市との合意に基づいて、清掃等の美化活動を行います。 

（２）市の役割 

地域住民、地元事業所等のボランティアグループとの合意に基づき、美化

活動をサポートします。サポートの内容は、清掃用具やごみ袋の提供、ボ

ランティア保険の加入、アダプトサインの設置、ゼッケンの貸与等です。 

 

２ 事務手続きのフローチャート 

≪アダプトプログラムの流れ≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申請者 

①アダプトプログラムについての問合せ 廃棄物対策課 

●アダプトプログラムの概要説明 

●里親届の提出先（管理課）への案内 

②里親届の提出 担当課 

③合意書の締結 担当課 

④必要書類の提出 担当課 

●清掃用具等貸与・提供依頼書 

●ボランティア活動保険加入申込書 

●ボランティア名簿 

⑤清掃用具等提供 担当課 

●ボランティア活動保険加入手続き 廃棄物対策課 

⑥ボランティア活動 

⑦年間活動報告書の提出 担当課 

●次年度のボランティア名簿も提出 

－４６－ 



３ 必要書類を整えよう 

１） 里親届の提出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様式第１（第３条関係） 

里 親 届 

（あて先）小牧市長 

 平成○○年 ○月○○日 

住 所  小牧市 

氏名（団体の場合は、団体名及び代表者氏名） 

小牧ごみバスターズ 

           代表者 小牧 吉五郎   印 

電話（０５６８） ７２ － ２１０１  

申 請 者 

連 絡 先 

電話（０５６８） ７６ － １１４７  

構成員    １２名 ※団体の場合は名簿を添付してください。 

活動開始日（予定） 平成○○年 ○月 ○○日 

□ ほとんど毎日       □ １週間に  回 
活動の頻度 

■ １か月に１回（第２日曜日）  □ １年間に  回 

区域の公共施設 ■道路  □河川  □公園  □その他（      ） 

公共施設の名称 市道○○○号線 外 

活動の内容 
■散乱ごみ等の収集 □除草 ■犬等の糞の処理 

■情報の提供 □その他（              ） 

収集したごみの

処理 

■活動区域の集積場所へ搬出 

（当該区域の地元区の役員の了解が必要です。） 

□上記以外（自己搬入、市の収集、その他） 

活動区域の略図 

 

＊略図にかえて

住宅地図等を添

付しても結構で

す。 

 

 

別添地図のとおり 

（注）□は、該当する箇所にチェックを入れてください。 
備考 用紙の大きさは、日本工業規格 A４とする。 

年４回以上が基準とな

ります。 

清掃活動以外にも、活動場

所の状況報告等の記載もお

願いします。 

回収したごみの処理方法につい

ては、必ず区長と直接ご相談くだ

さい。 

【里親届】 

押印を忘れずに！ 

－４７－ 



２） 合意書（協定書）の締結 

 市民活動団体等から提出された里親届を基に、市が合意書（協定書）を作成

し、協定を締結します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３） 必要書類の提出 

 協定締結後、市民活動団体等は「清掃用具等貸与･提供依頼書」「ボランティ

ア活動保険加入申込書」「ボランティア名簿」を市に提出します。市は、提出

された書類に基づき、清掃用具の貸し出しやボランティア保険の加入を行いま

す。 

 

様式第４（第４条関係） 

合 意 書 

 

               と小牧市とは、小牧市公共施設アダプトプログラ

ム実施要綱第４条の規定に基づき、下記の事項について合意したことを証するた

め、本書２通を作成し、各自１通を保有するものとする。 

 

記 

 

１ 公共施設の名称 

 

２ 活動区域 

 

３ 里親の役割 

(1) 活動区域内の散乱ごみ等の収集 

(2) 市への情報の提供 

(3) その他環境の美化のために必要な活動 

４ 市の支援等 

(1) 清掃用具等の提供 

(2) 里親のボランティア保険への加入 

(3) アダプトサインの設置（ただし、５名以上のグループによる里親が設置を希

望し、かつ設置要件を満たす場合に限る。） 

(4) ゼッケンの貸与 

(5) その他美化活動に必要な支援 

５ 報告書の提出 

 里親は、年間活動報告書を毎年度３月３１日までに、市に提出する。 

６ その他の事項 

年  月  日 

 

住所 

氏名（団体の場合は団体名及び代表者氏名） 

  

                  印 

   

小牧市堀の内一丁目１番地 

小牧市 

小牧市長                   印 

備考 用紙の大きさは、日本工業規格 A４とする。 

【合意書（協定書）】 

－４８－ 



協協協協 働 事 業働 事 業働 事 業働 事 業 報 告報 告報 告報 告 書書書書    
 

（記入日）     年   月   日 

（所 属）               

（氏 名）               

協働事業名称  

協働の趣旨目的 

 

 

 

実施した日時   年  月  日から    年  月  日まで 

実施した場所  

実施した内容 

 

 

 

 

 

 

事業費（決算） 円 （詳細は別紙決算書参照） 

協働の形態 協働委託  補助･助成  協力  その他（  ） 

実施した組織  

参加動員数(結果)  

実施 

スケジュール 

 

 

 

 

 

 

次回への引継事項 

 

 

 

 

 

 

４ 事業が完了したら（振り返り） 

〈１〉事業の経過や成果等を振り返り、『協働チェックシート（終了段階）』を

使って、評価･改善を行います。 

〈２〉評価を行った結果やその改善方法、協働で行ったことによる副次的効果

等を『協働事業報告シート』に記載し、シートを完成させます。（『協働

事業報告シート』は外部評価結果とともにホームページ等で公開し、新

たな協働事業のお手本とします。） 

 

 

 

 

 

５ 事業の最後に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価・改善の仕組みや流れについては、第３章「協働

をよりよいものにするために」（５３ページ）で詳し

く解説しています。 

－４９－ 



第第第第２２２２章章章章    さあさあさあさあ、、、、実際実際実際実際にににに協協協協働働働働しようしようしようしよう！！！！                                                                

    ≪第４項 後援≫                       

１ 後援の概念 

１） 後援とは･･･ 

市民活動団体等の取り組みにおいて、行政が公益上有益であると認めた場合

に、名義を貸すことで後ろだてとなり、市民活動団体等が集客や資金集めが

円滑に行えるような信用を与える形態です。 

後援の場合、直接行政からの経済的･人的･物質的な支援は行いません。また、

事業責任、管理責任、遂行責任はすべて市民活動団体等が負います。 

 

２ 事務手続きのフローチャート 
 

【市民活動団体等】 

              「名義使用申請書」を小牧市（もしくは小牧市

教育委員会）へ提出します。その際に申請する

事業のパンフレットやチラシを添付します。 

 

【小牧市（小牧市教育委員会）】 

市民活動団体等から申請された申請書を受理

します。 

 

【小牧市（小牧市教育委員会）】 

申請書の内容を審査し、適正と認められる場合

は、「名義使用通知書」を発行します。 

 

【市民活動団体等】 

○ 申請した事業を実施します。 

○ 事業のチラシやポスター、看板等に「名義

使用通知書」で許可されている名義を記載

することができます。 

○ 申請の内容等に変更が生じた場合は、小牧

市（もしくは小牧市教育委員会）まで届け

出る必要があります。 

－５０－ 

名義使用申請書の提出 

名義使用通知書の発行 

事業の実施 

事業の完了 



３ 必要書類を整えよう 

１） 名義使用申請書の提出 

 市民活動団体等は、後援を受けたい事業について、小牧市（小牧市教育委員

会）あて「名義使用申請書」を提出します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成  年  月  日 

 

（あて先）小牧市長（小牧市教育長） 

 

 

                    住 所 

                    T E L 

                    団体名 

                    代表者           印 

 

 

小 牧 市 （ 小 牧 市 教 育 委 員 会 ） 名 義 使 用 申 請 書  

 

 標記の件について、貴市（市教育委員会）の名義使用を許可下さるよう下記事

項記入のうえ申請します。 

 

記 

 

１ 催物の名称 

２ 催物の目的 

３ 催物の内容 

４ 開催日時・時間及び場所 

５ 許可事項（後援・推薦・協賛・共催） 小牧市 

６ 入場券の販売方法及びその場所 

７ 主催者の経歴 

８ すでに受けている後援者名 

９ すでに受けている推薦者名 

10 過去における主な後援者名 

11 過去における主な推薦者名 

 

※備考 申請された催物のパンフレット・チラシ等を添付すること。 

押印もれに注意 

計画している事業（催物）の

詳細を記載してください。 

申請の際は、事業（催物）が分かるパ

ンフレット等を添付してください。 

【名義使用申請書】 

－５１－ 



２） 名義使用通知書の発行 

 小牧市（小牧市教育委員会）は、申請された事業について、営利･政治･宗教

等の目的ではないか等を審査し、適当であると認められる場合は申請団体あて

「名義使用通知書」を発行します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ○ ○ 小 ○ 第 ○ ○ 号 

平成○○年 ○月 ○日 

 

 

 様 

 

小牧市長（小牧市教育長）        

 

小 牧 市 （ 小 牧 市 教 育 委 員 会 ） 名 義 使 用 通 知 書  

 

 平成  年 月  日付けで依頼のありましたこのことについて、小牧市（小

牧市教育委員会）の名義使用を下記により許可します。 

 なお、申請のあった記載内容に限って効力を有し、内容等が変更された場合は、

当該決定の効力は失われるものとします。 

 

記 

 

１、 許可事項 ： 小牧市（小牧市教育委員会） 

 

２、 許可条件 ：  

    申請の内容等について変更が生じた場合は、すみやかに担当課まで連絡

するものとする。 

 

３、 催  物 ：  

【名義使用通知書】 

－５２－ 



第第第第３３３３章章章章    協働協働協働協働をよりよいものにするためにをよりよいものにするためにをよりよいものにするためにをよりよいものにするために                                                

１ なぜ、評価・改善が必要なのか 

 第１章第３項の２「実りある協働にするためのポイント」（１５ページ）で、

事業は、計画－実施－評価－改善の流れ（ＰＤＣＡサイクル）に沿って実施す

ることが重要と述べました。 

“協働する”ということは、様々な主体が共通の目的や目標の達成に向けて

お互いの立場や特性を生かしながら協力して活動することであり、そう考える

と、協働で計画・実施することがすべてだと思われがちですが、協働事業を的

確に評価し、その結果を踏まえて、次の事業に向けて改善していくことも非常

に大事なことなのです。 

市民活動団体等も行政も、それぞれの決められたルールの中で組織の運営を

しています。そのため、考え方や進め方、決定方法まで、双方で違って当たり

前であり、そんな主体同士が、第一歩から旨く協力して活動することは難しく

て当たり前なのです。 

 そんな、お互いの考え方や進め方、決定方法のずれを修正しながら、実りあ

る協働にしていくためにも、協働事業を評価・改善していくことが特に重要な

ポイントなのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

継続的かつ円滑な“協働”

としていくためには、この

部分が非常に大事です。 

－５３－ 



２ 協働評価・改善の仕組みについて 

１） 評価・改善することによって得られる効果 

 協働で行う事業を「評価･改善」することにより、以下のような効果が想定さ

れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 事業を計画する時点から、中間時点や事業終了時点での評価・改善ができるよう

に点検項目を決めておきます。 

◇ お互いに評価をし合い、評価した結果に差がある箇所に着目し、「この差が生じ

た原因は何か？」「これらの評価を次の展開にどうつなげるか？」の手がかりを見

つけます。 

◇ 評価を行うことで見えてきた「改善すべき箇所」について、お互いの話し合いに

より改善方法まで明らかにし、次の協働事業で生かせるようにします。 

◇ 評価結果及び改善内容については公開します。 

 

・・・・おおおお互互互互いのいのいのいの長所長所長所長所

をををを 最 大 限最 大 限最 大 限最 大 限 にににに

引引引引きききき出出出出せるせるせるせる 

・・・・協働事業協働事業協働事業協働事業をををを円円円円

滑滑滑滑にににに進進進進められめられめられめられ

るるるる 

評価、改善 

お互いにぎくしゃく 
する部分 

これでいいのか？ 
と疑問に感じる部分 

 
 ・事業経過 

 ・事業成果 

 を振り返る 

＝＝＝＝ 

次次次次のののの協働協働協働協働にににに

つながつながつながつながるるるる 

協働を進めていく

中で･･･ 

① 次の協働につながる。 

② 事業を円滑に進められるようになる。 

③ お互いの長所を最大限に引き出せるようになる。 

④ 評価結果及び改善内容を公開することで、新たな
協働事業の「お手本」となる。 

⑤ 事業の“やりっぱなし”を防ぐことができ、事業の

質の向上と継続性が図れる。 

実りある

協働へ 
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２） 評価・改善に関する流れ 

 

 

 

 

 

 

 

① 事業を行おうとする両者で協議しながら、事業計画書を作成していきます。 

② 事業計画書の作成が終了した時点で、「協働チェックシート（計画段階）」

により評価を行います。 

③ 評価の結果、事業の進め方等で改善すべき点が見つかった場合は、再協議を

しながら事業計画を練り直します。 

④ 事業の契約（協定）を締結します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 事業の実施中も、できる限り両者協議の場を設け「協働チェックシート（実

施段階）」により評価･改善を繰り返します。 

② 事業が終了した時点で、両者で事業報告書を作成するとともに、「協働チェ

ックシート（終了段階）」により事業の評価を行います。 

③ 評価後、両者で協働事業報告シートを作成し、次回への改善点などを記載し

ます。 

④ 協働事業報告シートを基に外部評価を実施し、その結果を踏まえて、次の事

業に反映させます。 

⑤ 協働事業報告シート及び外部評価結果についてはホームページ等で公開す

ることにより、新たな協働事業の「お手本」とします。 

 

Ⅰ  計画段階 

協働事業 

の提案 

協働事業の 

契約締結 

協働ﾁｪｯｸｼｰﾄ 

（計画段階） 
打ち合わせ 

（問題点がみつかった場合） 

事業計画書 

の作成 

Ⅱ  実行段階   Ⅲ  終了段階 

協働事業 

の実施 

協働事業 

の終了 

協働ﾁｪｯｸｼｰﾄ 

（実施段階） 

協働ﾁｪｯｸｼｰﾄ 

（終了段階） 

協働事業報告 

シート 

外部評価の 

実施 

次の協働事業 

に反映 

公公公公    開開開開 
打ち合わせ 打ち合わせ 

事業報告書 

の作成 

新たな協働事業の 

「お手本」 
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３ 評価・改善シート様式 

１） 協働チェックシートについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 協働事業を行うものそれぞれが自己評価を行うこととしました。 

◆ チェック項目には理念編の「協働における５つの原則」（７ページ）

を用いました。 

◆ 協働事業を行う両者に共通するチェック項目を盛り込みました。 

≪チェックシートの特徴≫ 

○ 協働事業を行うもの（市民活動団体等、行政etc ）がそれぞれチェックします 

○ 協働事業を行うもの同士が集まって一緒にチェックします 

○ 協働事業を計画する時点 （計画段階） 

誰誰誰誰ががががチェックチェックチェックチェックするのするのするのするの？？？？ 

いついついついつチェックチェックチェックチェックするのするのするのするの？？？？ 

どこでどこでどこでどこでチェックチェックチェックチェックするのするのするのするの？？？？ 

何何何何ををををチェックチェックチェックチェックするのするのするのするの？？？？ 

○ 協働による事業がうまく行われているかを協働５原則に沿って行います 

それからどうするのそれからどうするのそれからどうするのそれからどうするの？？？？ 

○ 協働事業実施中 （実施段階） 

○ 協働事業終了後 （終了段階） 

○ 協働で事業を行ったことによる効果があったかをチェックします 

○ 事業の目標が達成できたかをチェックします 

○ チェック後でその結果に差があれば、その原因を探したり修正したりします 

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
のののの
使使使使
いいいい
方方方方 
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協働チェックシート（計画段階）

チェック項目 ○ △ ×

ルールブック 　「まちを育む市民と行政の協働ルールブック」を活用しましたか。 活用した 少し活用した あまり活用しなかった

（ア）　協働の意義、ルール等を理解しましたか。 理解した 少し理解した あまり理解できなかった

（イ）　事業計画時に、協働する目的を文章化して共有できましたか。 できた 少しできた あまりできなかった

（ウ）　事業を行うに当たって事業の目標を数値化する等して共有できましたか。 できた 少しできた あまりできなかった

（エ）　事業を行うに当たって課題を明らかにできましたか。 できた 少しできた あまりできなかった

（オ）　事業を行うに当たって協働の必要性について話しあいましたか。 できた 少しできた あまりできなかった

（カ）　事業を評価する時期、回数について話しあいましたか。 できた 少しできた あまりできなかった

（行政側）・市民活動団体を下請け感覚で考えていませんか。
（NPO側）・行政に依存傾向はありませんか。

できた 少しできた あまりできなかった

　お互いの持つ長所、短所について話しあいましたか。 できた 少しできた あまりできなかった

（ア）　事業の実施にふさわしい協働形態が検討できましたか。 できた 少しできた あまりできなかった

（イ）　事業の役割分担を明確にできましたか。 できた 少しできた あまりできなかった

　公開方法について話しあいましたか。 できた 少しできた あまりできなかった

できたできたできたできた できなかったできなかったできなかったできなかった

④　補完性の原則　「お互いに足りない部分を補完することができましたか。」

⑤　公開性の原則　「行った協働事業について、広く公開することができましたか。」

協
　
働
　
５
　
原
　
則

評価

①　意志共有の原則　「目的・目標を共有することができましたか。」

②　対等性の原則　「お互いが対等なパートナーとして取り組むことができましたか。」

③　相互理解の原則　「お互いの立場や特性を理解し、尊重し合うことができましたか。」

　⇒事業を実施する前に、もう一度「まちを育む市民と行政の協働ルールブック」を読み直して協働がうまくいくように話し合いましょう。

「いかにお互いの長所を最大限に引き出しながら、協働事業を円滑に進めていくかということ」を推進するために、協働の観点から事業のプロセス
（過程）をふりかえり、次の協働事業で生かせるようにするために行います。

なぜ協働評価をするのか？

×のところにチェックが入った場合
…

協働チェックシート（実施段階）

チェック項目 ○ △ ×

　当初の目的目標に基づいて事業実施できていますか。 できた 少しできた あまりできなかった

（行政側）・市民活動団体を下請け感覚で事業を実施していませんか。
（NPO側）・行政に依存した姿勢で事業を実施していませんか。

できた 少しできた あまりできなかった

（ア）　必要に応じて打ち合わせを行うことができていますか。 できた 少しできた あまりできなかった

（イ）　トラブルや変更があった時に柔軟に対応できていますか。 できた 少しできた あまりできなかった

　役割分担に基づいて事業を実施できていますか。 できた 少しできた あまりできなかった

　公開は適切に行われていますか。 できた 少しできた あまりできなかった

できたできたできたできた できなかったできなかったできなかったできなかった

協
　
働
　
５
　
原
　
則

評価

①　意志共有の原則　「目的・目標を共有することができましたか。」

②　対等性の原則　「お互いが対等なパートナーとして取り組むことができましたか。」

③　相互理解の原則　「お互いの立場や特性を理解し、尊重し合うことができましたか。」

④　補完性の原則　「お互いに足りない部分を補完することができましたか。」

⑤　公開性の原則　「行った協働事業について、広く公開することができましたか。」

　　⇒もう一度「まちを育む市民と行政の協働ルールブック」を読み直して協働がうまくいくように話し合いましょう。

×のところにチェックが入った場合…
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協働チェックシート（終了段階）

チェック項目 ○ △ ×

　事業が終了する時点まで、目的・目標を共有することができましたか。 できた 少しできた あまりできなかった

　事業が終了するまで対等に取り組むことができましたか。 できた 少しできた あまりできなかった

　事業を行った事により、お互いについての理解を深めることができましたか。 できた 少しできた あまりできなかった

　自らの役割、責任を十分に果たしましたか。 できた 少しできた あまりできなかった

　公開は適切に行われていますか。適切に行われましたか。 できた 少しできた あまりできなかった

小計 ／１０

（ア）　市民が主役の協働によるまち育てにつなげられましたか。 かなりできた できた 少しできた

（イ）　多様な市民ニーズに沿ったサービス提供が可能になりましたか。 かなりできた できた 少しできた

（ウ）　お互いの行動に責任感を持ち、意識の向上につなげられましたか。 かなりできた できた 少しできた

（エ）　協働により、継続性のある安定した事業の実施につなげられましたか。 かなりできた できた 少しできた

（オ）　行政の効率化を図ることができましたか。 かなりできた できた 少しできた

小計 ／１０

事業の成果 ◎　あらかじめ定めた事業の目標は達成できましたか。
できた

（×１０）
少しできた
（×５）

あまりできなかった
（×０）

小計 ／１０

◎　今後もこの事業を協働の形態として行いたいと思いますか。 非常に思う まあまあ思う あまり思わない

◎　現在取組んでいる、他の協働形態でない事業についても協働の形式をとりたいと思いますか。 非常に思う まあまあ思う あまり思わない

①　意志共有の原則　「目的・目標を共有することができましたか。」

評価

事業の
継続意向

協
　
働
　
５
　
原
　
則

協
働
に
よ
る
効
果

◎　協働で事業を行ったことによる効果はありましたか。

②　対等性の原則　「お互いが対等なパートナーとして取り組むことができましたか。」

③　相互理解の原則　「お互いの立場や特性を理解し、尊重し合うことができましたか。」

④　補完性の原則　「お互いに足りない部分を補完することができましたか。」

⑤　公開性の原則　「行った協働事業について、広く公開することができましたか。」

（×２点）　　　　　 　（×１点）   　　　　　（×０点）

（×２点）　　　　　 　（×１点）   　　　　　（×０点）
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２） 協働事業報告シートについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※ 市民活動促進委員会とは… 

     平成１７年度に施行した小牧市市民活動推進条例第８条に規定する委員会で、

市民活動の推進に関する事項について、調査審議を行う組織です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 市民活動促進委員会※※※※による外部評価を行うこととしています。 

◆ 『事業に関する基本情報部分』と「協働における５つの原則」（７ペ

ージ）に基づいた『協働に関する実績部分』により構成しています。 

◆ 事業計画書、事業報告書や協働チェックシートに基づいて作成でき

る簡単な仕組みとしました。 

◆ シート作成にあたっては、はじめにそれぞれで作成し、その後、持

ち寄って話し合いながら取りまとめを行うこととしています。 

≪事業報告シートの特徴≫ 

○ 中立的な立場である市民活動促進委員会が評価します 

○ 公開の場で評価します 

○ 協働事業終了後すみやかに評価します 

誰誰誰誰がががが評価評価評価評価するのするのするのするの？？？？ 

いついついついつ評価評価評価評価するのするのするのするの？？？？ 

○ 協働で事業を行ったことによる効果があったかを評価します 

○ 必要に応じて、協働事業を行った当事者が出席して説明をしてもらいます 

○ あらかじめ定めた事業の目標が達成できているかを評価します 

○ 協働による効果があったかどうかを評価します 

協
働
事
業
評
価

協
働
事
業
評
価

協
働
事
業
評
価

協
働
事
業
評
価
の
し
か
た

の
し
か
た

の
し
か
た

の
し
か
た    

○ 評価の結果、改善が必要な部分について、協働事業を行ったもの同士

が再度集まって一緒に検討し、次の協働事業に反映させます 

○ 評価の結果を公表し、新たな協働事業の「お手本」となります 

どこでどこでどこでどこで評価評価評価評価するのするのするのするの？？？？ 

何何何何をををを評価評価評価評価するのするのするのするの？？？？ 

それからどうするのそれからどうするのそれからどうするのそれからどうするの？？？？ 
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協働事業報告シート　

○事業に関する基本情報部分

事業名称

趣旨目的

実施日時 実施した日時

実施場所 実施した場所

事業内容 実施した内容

事業費（予算） 事業費（決算）

協働形態

実施組織 実施した組織

参加動員予定数
参加動員数（結

果）

実施までの
スケジュール

実施ｽｹｼﾞｭｰﾙ

（既存事業の場合）
事業の課題

次回への引継事項

事
業
計
画
書
の
各
項
目
か
ら
転
記
す
る

。

事
業
報
告
書
の
各
項
目
か
ら
転
記
す
る

。

この協働実績報告シートに記載された事項について確認しました。

署　名

署　名

○協働に関する評価部分

　以下は、協働チェックシートを作成する際に検討される項目と関連がありますので、評価時にあわせて作成してください

協働する目的

計画段階シート①（イ）チェック時に記入する

事業の成果目標（できるだけ数値化する）

計画段階シート①（ウ）チェック時に記入する

事業の課題

計画段階シート①（エ）チェック時に記入する

協働した方がよいと考えた理由（必要性）

　

計画段階シート①（オ）チェック時に記入する

トラブル時の対応について

実施段階シート③（イ）チェック時に記入する

事業の役割分担について

実施段階シート④チェック時に記入する

協働による効果について
（具体的な例示を含めて記述）

終了段階シート◎協働による効果 チェック時に記入する

事業の目標達成状況について
（達成できたと考える理由や内容について具体的に記述）

終了段階シート◎事業の効果 チェック時に記入する

協働５原則 協働による効果 事業の成果 合計

協働実施主体　甲 ／１０ ／１０ ／１０ ／３０

協働実施主体　乙 ／１０ ／１０ ／１０ ／３０

協協協協　　　　議議議議　　　　結結結結　　　　果果果果 ／／／／１０１０１０１０ ／／／／１０１０１０１０ ／／／／１０１０１０１０ ／／／／３０３０３０３０

協働事業を行ったことによる副次的効果について
（事業の成果以外で、単独では得られないような効果があった場合、その内容について具体的に記述）

副次的効果

実施段階

終了段階

協働協働協働協働チェックシートチェックシートチェックシートチェックシート採点結果採点結果採点結果採点結果

計画段階

協働した両者が署名すること
で、シート記載内容について
の確認をとります。

（ページ左欄） 

（ページ右欄） 

協働事業計画書に記載した

内容を転記してください。 

協働事業報告書に記載した

内容を転記してください。 

協働事業報告シートについ

ては、まずお互いが作成し、

その後、両者で持ち寄って

話し合いながら、取りまとめ

をしていただきます。 

計画段階での協働評価時に 

あわせて記入してください。 

実施段階での協働評価時に 

あわせて記入してください。 

終了段階での協働評価時に 

あわせて記入してください。 

協働で事業を行ったことによ

る「相乗的」「副産物的」な効

果を記入してください。 

協働チェックシート(終了

段階)の採点結果を転記し

てください。 
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第第第第４４４４章章章章    今後今後今後今後のののの課題課題課題課題                                                                                        

 本ルールブックでは、協働の際の事務手順や評価･改善方法のほか、協働の必

要性や重要性についても述べてきました。 

 しかしながら、協働によるまち育ての理念の定着化については、これまでの

行政と市民のあり方を見直すものであり、一朝一夕で根付くものではありませ

ん。 

 そのため、今後は下記の２項目について重点的に取り組み、協働によるまち

育てを推進していきたいと考えています。 

 

１） 中長期ビジョンの策定について 

 今後は、本ルールブックを参考にしながら、徐々にではありますが、小牧の

まちづくりにおける様々なシーンにおいて協働が行われていくと思います。 

しかしながら、本当の意味での、お互いが理解し合い、対等な関係を築きな

がら、実りある協働をしていくためには、戦略的かつ中長期的なアクションプ

ランが必要となってきます。 

そのため、６３ページに記載する「協働を牽引するための新制度」の導入も

含めた中長期ビジョンの策定を行い、“やるべきこと（使命）”や“目指すべ

き小牧の姿（到達目標）”を明らかにしながら取り組んでいきます。 

なお、本ルールブックについては、今後策定する中長期ビジョンの進捗状況

や変化する社会情勢及び市民ニーズを踏まえつつ、適宜見直しを行うこととし

ます。 

こうした柔軟な対応をとることにより、協働が進む環境の整備を目指します。 

 

２） 協働ルールブックへの理解促進について 

 協働に関する様々なセミナーやシンポジウムなどを多数開催するほか、希望

する行政区や学区、企業などへの出前講座なども開催し、【はじめの一歩（理

念）編】と【元気なまち育て（実務）編】への理解促進とともに、協働意識の

啓発に努めていきます。 
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終終終終    章章章章    「「「「協働協働協働協働」」」」のののの先先先先にあるものにあるものにあるものにあるもの                                                             

１ 市民が自ら守り育む「市民が輝く小牧」へ    

    本本本本ルールブックルールブックルールブックルールブックではではではでは、、、、実際実際実際実際にににに協働協働協働協働をををを行行行行うううう際際際際のののの事務手順等事務手順等事務手順等事務手順等についてについてについてについて述述述述べてきまべてきまべてきまべてきま

したしたしたした。。。。様様様様々々々々なななな協働協働協働協働ののののシーンシーンシーンシーンでででで本本本本ルールブックルールブックルールブックルールブックがががが大大大大いにいにいにいに活用活用活用活用されることをされることをされることをされることを期待期待期待期待しししし

ていますていますていますています。。。。    

    しかしながらしかしながらしかしながらしかしながら、、、、協働協働協働協働をををを推推推推しししし進進進進めることだけにめることだけにめることだけにめることだけに捉捉捉捉われがちになりわれがちになりわれがちになりわれがちになり、、、、協働協働協働協働のののの本来本来本来本来

のののの目的目的目的目的をををを忘忘忘忘れてしまってはいけませんれてしまってはいけませんれてしまってはいけませんれてしまってはいけません。。。。    

    協働協働協働協働はははは目的目的目的目的ではなくではなくではなくではなく手段手段手段手段でありでありでありであり、、、、““““地域力向上地域力向上地域力向上地域力向上のためののためののためののためのツールツールツールツール””””なのですなのですなのですなのです。。。。    

すなわちすなわちすなわちすなわち、『、『、『、『WinWinWinWin----WinWinWinWin のののの関係関係関係関係（（（（下記参照下記参照下記参照下記参照）』）』）』）』をををを構築構築構築構築しししし、、、、市民市民市民市民がががが輝輝輝輝きききき活気活気活気活気あふれあふれあふれあふれ

るるるる小牧小牧小牧小牧をををを創造創造創造創造することすることすることすることこそがこそがこそがこそが協働協働協働協働するするするする本来本来本来本来のののの目的目的目的目的なのですなのですなのですなのです。。。。    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後今後今後今後、、、、本本本本ルールブックルールブックルールブックルールブックをををを足足足足がかりにしてがかりにしてがかりにしてがかりにして、、、、私私私私たちのたちのたちのたちのまちまちまちまち小牧小牧小牧小牧をををを支支支支えるそれぞれのえるそれぞれのえるそれぞれのえるそれぞれの

主体主体主体主体がががが、、、、おおおお互互互互いいいい「「「「認認認認めあいめあいめあいめあい」、「」、「」、「」、「支支支支えあいえあいえあいえあい」、「」、「」、「」、「尊重尊重尊重尊重しあいしあいしあいしあい」」」」ながらながらながらながら、、、、自自自自らららら「「「「考考考考ええええ」、」、」、」、

「「「「行動行動行動行動」」」」しししし、、、、まちまちまちまち育育育育ててててへへへへのののの真真真真のののの力力力力としてとしてとしてとして発揮発揮発揮発揮されていくことをされていくことをされていくことをされていくことを期待期待期待期待してしてしてしていますいますいますいます。。。。    

    

市民市民市民市民がががが輝輝輝輝きききき活気活気活気活気あふれるあふれるあふれるあふれる小牧小牧小牧小牧をををを目指目指目指目指してしてしてして････････････ 

《《《《《《《《WWiinn--WWiinnのののののののの関関関関関関関関係係係係係係係係》》》》》》》》  

【【市市民民】】  【【市市民民活活動動団団体体等等】】  

【【全全体体】】  

自自自自自自自自治治治治治治治治力力力力力力力力のののののののの向向向向向向向向上上上上上上上上  

自自自自自自自自治治治治治治治治のののののののの精精精精精精精精神神神神神神神神とととととととと相相相相相相相相互互互互互互互互扶扶扶扶扶扶扶扶助助助助助助助助のののののののの精精精精精精精精神神神神神神神神

のののののののの再再再再再再再再生生生生生生生生  

市市市市市市市市民民民民民民民民のののののののの志志志志志志志志ししししししししをををををををを組組組組組組組組織織織織織織織織化化化化化化化化しししししししし、、、、、、、、継継継継継継継継続続続続続続続続的的的的的的的的なななななななな

活活活活活活活活動動動動動動動動にににににににに変変変変変変変変換換換換換換換換  

想想想想想想想想いいいいいいいいををををををををカカカカカカカカタタタタタタタタチチチチチチチチにににににににに  

行行行行行行行行政政政政政政政政のののののののの効効効効効効効効率率率率率率率率化化化化化化化化  

結結結結結結結結果果果果果果果果的的的的的的的的にににににににに行行行行行行行行政政政政政政政政改改改改改改改改革革革革革革革革やややややややや財財財財財財財財政政政政政政政政改改改改改改改改革革革革革革革革

ににににににににつつつつつつつつななななななななががががががががるるるるるるるる  

WWiinn  WWiinn  
地地地地地地地地域域域域域域域域力力力力力力力力のののののののの向向向向向向向向上上上上上上上上  

地地地地地地地地域域域域域域域域自自自自自自自自治治治治治治治治のののののののの復復復復復復復復興興興興興興興興（（（（（（（（再再再再再再再再興興興興興興興興））））））））ににににににににつつつつつつつつななななななななががががががががりりりりりりりり  

““““““““市市市市市市市市民民民民民民民民がががががががが輝輝輝輝輝輝輝輝くくくくくくくく小小小小小小小小牧牧牧牧牧牧牧牧へへへへへへへへ””””””””  

WWiinn  
【【行行政政】】  

WWiinn  
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付属資料 



付付付付    記記記記    協働協働協働協働をををを牽引牽引牽引牽引するためのするためのするためのするための新新新新しいしいしいしい取取取取りりりり組組組組みのみのみのみの検討検討検討検討についてについてについてについて                    

 第４章「今後の課題」にも述べているとおり、本ルールブックが最大限に有

効活用され、協働が活発に行われる環境を醸成するには、協働を牽引する制度

の創設や、推進組織の整備が必要不可欠となってきます。 

 そのため、ここでは、今後取り組むべきであると考えられる事項の概要につ

いて付記し、協働推進の企画検討を進める際の材料にしていきたいと考えてい

ます。 
 

１１１１    「「「「市民提案型市民提案型市民提案型市民提案型／／／／行政提案型行政提案型行政提案型行政提案型」」」」協働事業制度概協働事業制度概協働事業制度概協働事業制度概要要要要（（（（案案案案））））についてについてについてについて    

１） 制度の目的 

  市民（市民活動団体等）と行政それぞれが、互いに協働で取り組むべき地

域課題を提案し、課題解決の重要性を相互で共通認識したうえで事業実施目

的を確認し、各主体の役割分担や経費負担等を明確化しながら課題解決に向

けて取り組むことにより、各主体の自主性・自立性を尊重した効果的な協働

の仕組みを築き、小牧を「市民が輝く活気あふれるまち」とすることを目的

とします。 

 

２） 協働事業の形態 
 

① 市民（市民活動団体等）提案型【市民が行政へ協働事業を提案するタイプ】 

 

 

 

 

 

② 行政提案型【行政が市民（市民活動団体等）へ協働事業を提案するタイプ】 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

市民（市民活動団体等） 行  政 

ヒアリング・コーディネート 

課題提起 

行  政 

課題提起・実施団体の公募 

応募（企画提案） 

※応募が複数の場合は、提案審査方式による選考とする。 

■１ ①、②いずれの場合においても、提案された事業について、初年度

は協議と予算化を行い、事業実施は翌年度とする。 

■２ ①、②いずれの場合においても、協働事業の審査選考は「(仮称)協

働推進組織」が行うものとする。 

市民（市民活動団体等） 
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３） 事業の流れ 
 

① 市民（市民活動団体等）提案型 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協働事業の公募 
・公募期間は概ね２ヶ月間を予定 

・中間に制度説明会を開催 

担当課の割り振り 

事業の審査選考 
・応募のあった事業について、(仮称)協働推

進組織が審査選考を行う 

・事業の審査選考時に担当課も決定する 

提案事業内容の 

ヒアリング 

・提案団体と担当課との間でヒアリングを実

施し、双方協議のうえ、提案事業の修正を

行う 

市民活動促進委員会 

・修正された事業内容を市民活動促進委員会

に付議し、意見を募る 

・提案団体の意向に応じてプレゼンテーショ

ンを行う 

・提案団体と担当課は委員会の意見をもとに

最終調整を行う 

事業決定 

・最終調整結果を踏まえ事業決定 

・決定時期は予算編成前 

事前協議 

・予算編成時までに提案団体と担当課で、役割

分担・事業予算等について協議を行う 

予算化 

注：協議の場においては、双方とも『まちを育む 市

民と行政の協働ルールブック』に定める事項を遵守

するよう心がけます。 

・担当課は協議内容をもとに予算編成を行う 

・予算編成時には、提案団体の人件費も適正

に算出し、対等性の保持に心がける 

生活交流課は決定事業を市ＨＰ等で広くＰＲする 

必要に応じて生活交流課がコーディネート 

必要に応じて生活交流課がコーディネート 

初年度初年度初年度初年度    
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協働委託契約の締結 

翌年度翌年度翌年度翌年度((((事業実施年度事業実施年度事業実施年度事業実施年度))))    

・提案団体と担当課の間で、協働委託契約の

締結を行う（翌年度４月１日付け） 

事業の中間評価 

・事業がある程度進んだ段階で、双方相互に

よる中間評価を実施し、改善を行う 

事業成果報告会 

・事業完了後、双方相互による評価を行い、

今後の改善点を導き出す 

・提出される協働事業報告書に基づき、市民

活動促進委員会による評価を行う 

・改善内容は成果報告会で報告する 

事業の振り返り 

・協働事業の成果について公開の場で報告を

行う 

・報告は提案団体＆担当課の両者で行う 

事業完了 

市ＨＰへの公開 

注：評価については、本ルールブック第３章に

基づき行うこととします。 
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② 行政提案型 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協働事業の照会 
・生活交流課から全課室に対して事業の照会

を行う（４月頃） 

連携団体の公募 

事業の審査選考 
・申し出のあった事業について、(仮称)協働

推進組織にて審査選考を行う 

・審査選考した事業を公募し、連携団体を募

る 

提案事業内容の 

ヒアリング 

・提案課と連携団体との間でヒアリングを実

施し、双方協議のうえ、提案事業の修正を

行う 

市民活動促進委員会 

・修正された事業内容を市民活動促進委員会

に付議し、意見を募る 

・提案者の意向に応じてプレゼンテーション

を行う 

・提案課と連携団体は委員会の意見をもとに

最終調整を行う 

事業決定 

・最終調整結果を踏まえ事業決定 

・決定時期は８月末頃を予定 

事前協議 

・予算編成時期までに提案課と連携団体で、

役割分担・事業予算等について協議を行う 

予算化 

・提案課は協議内容をもとに予算編成を行う 

・予算編成時には、連携団体の人件費も適正

に算出し、対等性の保持に心がける 

生活交流課は決定事業を市ＨＰ等で広くＰＲする 

必要に応じて生活交流課がコーディネート 

必要に応じて生活交流課がコーディネート 

連携団体の決定 

・応募のあった連携希望団体について、(仮称)

協働推進組織が審査を行う 

・応募が複数の場合は、提案審査方式による

選考を行う 

注：協議の場においては、双方とも『まちを育む 

市民と行政の協働ルールブック』に定める事項を

遵守するよう心がけます。 

初年度初年度初年度初年度    
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４） 応募資格 

  小牧市市民活動推進条例に基づく市民活動団体登録を行っている団体を予定 

 

５） 協働事業の公開 

  事業決定された協働事業については、透明性を高め、広く市民にＰＲする

ため、すべて公開するものとする 

 

６） 事業期間 

  協働事業に係る事業期間は原則単年度とする。 

  ただし、事業の内容によっては債務負担行為により、最長３年まで認める

ものとする。 

 

※※※※    ここにここにここにここに述述述述べるべるべるべる制度制度制度制度のののの内容内容内容内容についてはについてはについてはについては、、、、あくまであくまであくまであくまで企画提案企画提案企画提案企画提案であるためであるためであるためであるため、、、、今後今後今後今後、、、、

細部細部細部細部にわたるにわたるにわたるにわたる制度検討制度検討制度検討制度検討をををを進進進進めるめるめるめる必要必要必要必要がありますがありますがありますがあります。。。。    

協働事業協定書の締結 
・提案課と連携団体との間で、協働事業締結

書の締結を行う（翌年度４月１日付け） 

事業の中間評価 

・事業がある程度進んだ段階で、双方相互に

よる中間評価を実施し、改善を行う 

事業成果報告会 

・事業完了後、双方相互による評価を行い、

今後の改善点を導き出す 

・提出される協働事業報告書に基づき、市民

活動促進委員会による評価を行う 

・改善内容は成果報告会で報告する 

事業の振り返り 

・協働事業の成果について公開の場で報告を

行う 

・報告は提案課＆連携団体の両者で行う 

事業完了 

市ＨＰへの公開 

翌年度翌年度翌年度翌年度((((事業実施年度事業実施年度事業実施年度事業実施年度))))    

注：評価については、本ルールブック第３章に

基づき行うこととします。 
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２２２２    ((((仮称仮称仮称仮称))))協働推進組織協働推進組織協働推進組織協働推進組織のののの設置設置設置設置についてについてについてについて    

１） 設置の目的 

  「市民と行政との協働の意義や意味、必要性」の理解を全庁的に深め、市

民ニーズに柔軟かつ的確に対応するため、庁内に横断的な組織を設置し、協

働によるまち育てを円滑かつ効果的に進めることを目的とする。 

 

２） 組織の役割 

１ 全職員への協働意識の啓発及び知識の普及促進 

  組織構成員に対する定期的な研修を実施し、研修で協働についての意識

や知識等を高め、構成員を通して各課(室)職員への普及を図っていく。 

 ２ 市民（市民活動団体等）からの協働に関する相談･提案の窓口対応 

   各課窓口において、協働に関する相談や提案がなされた場合は、各課に

配置される構成員が対応することとする。また、各課での対応や判断が

困難な場合に、組織への付議手続きを行う。 

３ 複合的な課題や複雑な課題に対する検討 

   複数の課にまたがるような課題や、各課での対応や判断が困難な課題が

発生した場合などは、組織において協議検討し、解決へ糸口を探求する。 

４ 市民（市民活動団体等）や各課（室）から提案がなされた協働事業の審査 

※新制度の創設による 

 

３） 組織構成 

 全職員への意識啓発の促進や市民サービスの向上という点等を考慮すると、

各課から１名ずつ選任することが望ましい。 

 

４） 設置により想定される効果 

 ◎協働によるまち育てが推進され、『Win‐Win の関係』を構築し、市民が輝

き活気あふれる小牧への創造につながる。 

◎職員の協働に関する知識や意識の醸成を図ることができる。 

  ◎横断的な体系をとることで、複数の課(室)にまたがるような複合的な課

題や複雑な課題などに対して、柔軟かつすみやかな対応が可能となる。 

◎各課で協働に対する相談業務が可能となることにより、たらい回しなど

を防ぎ、市民サービスの向上につながる。 

 

※※※※    ここにここにここにここに述述述述べるべるべるべる内容内容内容内容についてはについてはについてはについては、、、、あくまであくまであくまであくまで企画提案企画提案企画提案企画提案であるためであるためであるためであるため、、、、今後今後今後今後、、、、組織組織組織組織

設置設置設置設置にににに向向向向けてさらなるけてさらなるけてさらなるけてさらなる検討検討検討検討をををを進進進進めるめるめるめる必要必要必要必要がありますがありますがありますがあります。。。。    
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参考資料参考資料参考資料参考資料                                                                                                                

１ 【元気なまち育て(実務)編】策定方針 

≪１ 策定の主旨≫ 

○○○○    近年近年近年近年のののの社会情勢社会情勢社会情勢社会情勢    ○○○○    

近年、社会情勢は大きく、急速に変化してきており、市民ニーズや価値観が多様化

し、行政だけでは担いきれない地域課題も増えてきている。こうした課題に対して、

志を持って自主的に活動する市民（市民活動団体等）の姿が数多く見られるようにな

ってきた。また、これからの地方自治のあり方として、行政主導ではなく、市民と行

政が良きパートナーとして協働し、地域の課題に対して取り組んでいくことが求めら

れている。 

○○○○    小牧市小牧市小牧市小牧市のののの現況現況現況現況    ○○○○    

小牧市では、平成１７年度に、市民活動推進に関する基本事項を定めた小牧市市民

活動推進条例を施行し、よりよい地域社会の実現に寄与することを目指すこととした。

第９条では、「市は事業の実施に当たっては、市民活動団体の特性を活かすことがで

きる分野において、市民活動団体の参入機会の提供に努めるもの」と規定している。 

○○○○    協働協働協働協働ルールブックルールブックルールブックルールブックのののの必要性必要性必要性必要性    ○○○○    

公共サービスへの参入機会の提供の際には、市民（市民活動団体等）と行政が、互

いの立場を尊重し、相互理解を深め、適切な関係を構築することが必要不可欠である。

また、行政にあっては、官民の役割分担の見直しを行う必要も出てくる。こうしたこ

とから、小牧市市民活動推進条例で定める基本理念を踏まえ、市民（市民活動団体等）

と行政との協働をより円滑に行うために、各々が考慮すべき点、注意すべき点をまと

めた『協働ルールブック』を策定することとした。市民と行政の協働に際してのルー

ルを明確化することで、相互理解が深まり、協働事業を円滑かつ効果的に推進するこ

とが可能となり、協働によるまち育てが推進される。 

    ○○○○「「「「実務編実務編実務編実務編」」」」策定策定策定策定へのへのへのへの展開展開展開展開    ○○○○    

  上記を踏まえ、平成１９年度には、市民・市民活動団体・地域コミュニティ・事業

者及び行政の相互の立場を理解してもらえるよう、協働の基本的な事項を定めること

に重点を置いた『はじめの一歩（理念）編』を策定した。 

  しかしながら、実際に協働事業を遂行する際には、『理念編』のみでは市民も行政

も事務手順等が分からず、一向に協働によるまち育てが促進されない恐れがあり、せ

っかく策定した協働ルールブックの形骸化が懸念される。そのため、実際に協働する

際の事務手順等を定め、事業を円滑に遂行できるような基盤整備を行うことが必要不

可欠である。 

こうしたことを踏まえ、実際に協働する際の事務手順等を定めた【元気なまち育て

（実務）編】を策定することとした。 
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≪２ 策定の意義（効果）≫ 

市民との協働に際してのルールを定めることで、相互理解が深まるとともに、互い

の役割が明確化され、協働事業を円滑かつ効果的に遂行することが可能となり、 

協働によるまち育てが推進される。 

＝＝＝＝    市民市民市民市民のののの自治意識自治意識自治意識自治意識のののの向上向上向上向上    ＝＝＝＝    

まちづくりへの市民参画が推進されることにより、市民がこれまでのように行政

に依存する傾向から脱し、自らまち育てを行うという自治意識の向上につながる。 

＝＝＝＝    多様多様多様多様なななな市民市民市民市民ニーズニーズニーズニーズへのへのへのへの対応対応対応対応    ＝＝＝＝    

市民の多様化するニーズに対して、公平・均一なサービスが求められる行政では、

十分な対応が困難になってきている。このようなニーズに対して、様々な特性を持

った市民活動団体等と協働で事業を行うことにより、ニーズに沿ったサービスの 

提供が可能となる。 

＝＝＝＝    市民市民市民市民のののの目線目線目線目線にににに立立立立ったったったった行政行政行政行政    ＝＝＝＝    

行政は、市民（市民活動団体等）との協働で事業を行うことにより、市民の目線

により近い立場で事業が実施され、行政の体質改善につながる。 

また、これまで単独で行ってきた行政サービスを、協働による実施に転換してい

くことで、行政サービスの見直しと効率化を図ることが可能となる。 

 

≪３ 策定方法≫ 

■ 策定にあたっては、本市の市民活動及び行政の実状に即しつつ、本市の歴史と 

特性を活かした独自のルールブックとなるよう策定を進めることとし、必要に応

じてあいち協働ルールブック等の事例を参考にする。 

■ 【実務編】については、実際の協働事業の事務手順に沿って策定することにより、

より分かりやすい、より見やすいルールブックになると思われる。そのため、Ｐ

ＤＣＡサイクルの各項目に沿って策定するものとする。 

 

Ｐ（計画）で策定する項目 

 

 

 

Ｄ（実行）で策定する項目   

 

 

Ｃ（評価）で策定する項目 

 

 

 

Ａ（改善）で策定する項目 

 

・協働形態の選定方法検討･･･① 

・協働相手の選定方法検討･･･② 

・協働における費用の適正積算(積算単価、歩掛の作成)･･･③ 

・協働委託契約書、協定書の鑑の作成･･･④ 

・評価･改善の仕組みの構築･･･⑤ 

・協働評価（チェック）シートの作成･･･⑥ 

・協働事業を評価（検査）する機関の設置検討･･･⑦ 

・協働実績シートの作成･･･⑧ 
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※ ＰＤＣＡサイクル以外で策定を要する項目 

 

 

 

 

 

■ 策定委員会については、策定方針等の決定を行う「全体会」と、ルールブックに

規定する具体的な項目の調査・研究を行う「検討チーム」を置くこととする。 

Ａ 計画検討チーム（９名）････････････①～③ 

Ｂ 実行検討チーム（８名）････････････④、⑩～⑫ 

Ｃ 評価・改善検討チーム（１０名）･･････⑤～⑨ 

■ 出来上がった原案については、パブリックコメントを実施し、市民の意見を聴く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１） 策定委員会には、委員長・副委員長を置く。（委員の互選により決定する） 

２） 策定委員会に協働促進アドバイザーを置き、アドバイザリー業務を行ってい

ただく。 

３） 策定委員会における庶務は、生活交流課が行う。 

 

≪４ 策定に当たっての留意事項≫ 

・ 実務編については、背伸びしたものを策定すると、有効活用されず形骸化してし

まう恐れがあるため、本市における市民活動の実状を考慮する。 

・ ルールブックを読み、共感した市民が、容易に市民活動に参加できるような内容

を盛り込むべき。それにより、市民参画の機会の拡充につながる。 

・ 協働には「行政⇔市民」のほか、「市民活動団体等⇔事業者」、「市民（地域）⇔

市民活動団体等」、「地域コミュニティ⇔行政」など、多種多様なパターンが考え

られるため、様々な視点を考慮した内容とする。 

・ 策定したルールブックについては、社会情勢及び市民サービスに対応するため、

必要に応じて見直しを行うこととする。 

・ 策定したルールブックを最大限に活用していくために、パイロットプランを策定

し、協働を牽引する。（提案型協働事業、職員派遣、基金の設置検討 etc.） 

・協働推進組織の組織体系、役割（所掌事務）、位置づけ･･･⑨ 

・協働推進コーディネーターの選任方法、役割（所掌事務）、位置づけ･･･⑩ 

・市民活動団体リストの作成（協働実績が一目で分かるようなシート作成）･･･⑪ 

協働ルールブック策定委員会 

全体会 実行検討チーム 

計画検討チーム 

検討チーム 

・協働を牽引するパイロットプランの検討（まちづくり基金 etc.）･･･⑫ 

評価･改善検討チーム 
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２ 『まちを育む 市民と行政の協働ルールブック』策定までの経過 

 

2008．6．12 『まちを育む 市民と行政の協働ルールブック』策定委員会発足 

   7． 1 第１回策定委員会…小牧市役所 

■ 学習会 

テーマ：実務編策定に踏み出す前に･･･ 

 ◇実務編から新たに策定委員として加わっ

たメンバーも多かったため、「協働の意味･

意義」、「協働ルールの必要性」について、

策定委員会での共通理解を図りました。 

■ キックオフミーティング 

 ◇Ａ～Ｃの検討チームに分かれて、リーダーの選出、今後の策定方法等に

ついて、ミーティングを行いました。 

   8． 7 

   8．26 

   10． 6 

 

第２回策定委員会…小牧市役所 

第３回策定委員会…小牧市役所 

第４回策定委員会…青年の家 

■ グループワーク 

 ◇Ａ～Ｃの検討チームに分かれ、グループワ

ークを通じ、各チーム検討事項についての

骨子（中間報告）案をまとめ、毎回最後に

は、各チームから検討結果についての報告をし、情報共有を図りました。 

 9～10 月 各チーム分科会 

◇中間報告会に向けて、各チームで自主的に検討を行いました。 

   12． 1 第５回策定委員会…パークアリーナ小牧 

■ 中間報告会 

 ◇各チームから、まとめた骨子案について 

 の中間報告を行いました。 

 ■ 中間評価 

◇NPO 法人ボランタリーネイバーズ三島事

務局長及び愛知県社会活動推進課太田主

任に、各チームの報告内容についての中

間評価を行っていただきました。 

■ 学習会、事例報告 

◇上記の両名より、自らが携わった事例や、県での取り組み、先進地事例

等の報告をしていただき、策定を進める上での参考としました。 

2009．1． 9 第６回策定委員会…小牧市役所 

■ グループワーク 

◇中間評価での指摘事項を踏まえて、各チームで中間報告書の内容につい

ての修正及び再検討を行いました。 

   1．27 リーダー会 

 ◇委員長及び各チームリーダーにより、第６回策定委員会で修正した各チ

ームの中間報告書を基に、一本化及び章立て作業を行い、ルールブック

の骨子を作成しました。 
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    2．18 第７回策定委員会…小牧市役所 

■ 全体検討会 

◇各チームの中間報告書を基に一本化されたルールブック骨子の構成

及び内容について、全体で協議を行い、加除修正を行いました。 

   11．30 第８回策定委員会…小牧市役所 

■ これまでの検討経過の振り返り 

■ グループワーク 

◇各チームで、これまでの検討内容の振り返りと、課題点の洗い出しを行

いました。 

2010．1．28 第９回策定委員会…小牧市役所 

■ 全体検討会 

 ◇ルールブックの構成及び内容について、一本化された案を参考にしなが

ら協議を行いました。 

   3．25 

   5．10 

   7． 5 

第１０回策定委員会 

第１１回策定委員会 

第１２回策定委員会 

 ■ グループワーク 

 ◇各チームに分かれて、ルールブック

(案)の序章から順に構成及び内容につ

いての協議を行いました。 

 ■ 全体協議 

 ◇毎回、最後に各チームから検討結果についての報告をしてもらい、情報

共有を図りました。 

   7．15 リーダー会 

 ◇委員長及び各チームリーダーにより、これまでに作成したルールブック

(案)の最終調整を行い、パブリックコメントに付議する案を完成させま

した。 

8． 2 

～8．31 

パブリックコメントの実施 

◇市民、市民活動団体等から合計 20 通、60件の意見が寄せられました。 

 9．28 

 

第１３回策定委員会…小牧市役所 

 ■ 全体検討会  

◇パブリックコメントで寄せられた意見をもとに、内容の調整を行い、策

定委員会としての『まちを育む 市民と行政の協働ルールブック【実務

編】』が完成しました。 

      9．28 

 

『まちを育む 市民と行政の協働ルールブック【実務編】』の提出 

 ◇小牧市長あてに策定委員会より、策定した『まちを育む 市民と行政の

協働ルールブック【実務編】』を提出しました。 

     10． 1 『まちを育む 市民と行政の協働ルールブック【元気なまち育て(実務)編】』

運用開始 
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３ パブリックコメントの実施結果 

 

１） パブリックコメントの周知方法 

（１）広報「こまき」 平成２２年７月１５日号に掲載 

  （２）市・市民活動センターホームページにパブリックコメントの実施を

掲載 

（３）市情報公開コーナー、各市民センター、市民活動センター、生活交

流課でルールブック（案）を閲覧 

（４）小牧市社会福祉協議会、(特)こまき市民活動ネットワークに加盟して

いる団体への意見照会 

 

２） 意見の提出方法 

（１）意見提出方法：郵送、持込、ＦＡＸ、Eメール 

（２）受付期間：平成２２年８月２日（月）から８月３１日（火） 

 

３） 提出された意見の集計 

郵 送 ４通 

Ｆ Ａ Ｘ １１通 

Ｅメール ２通 

持 参 ３通 

合 計 ２０通 

 

 ４） 提出された意見の内訳 

ルールブックの内容（総括）について ８件 

ルールブックの内容（個別）について ２５件 

ルールブックのあり方について ２件 

今後の市民協働に向けて １８件 

ルールブック（案）に対する感想 ７件 

合 計 ６０件 

 

 ５） 意見の公表 

  （１）市・市民活動センターホームページ、広報こまき（１０月１日号）

にて公表。 

  （２）市生活交流課、市民活動センター、情報公開コーナー、東部・味岡・

北里の各市民センターで閲覧。 

－７５－ 



４ 『まちを育む 市民と行政の協働ルールブック』策定委員会 委員名簿 

職名は完成時（平成２２年１０月）の職名 

氏氏氏氏            名名名名            所所所所        属属属属    

協働促進アドバイザー 

武長 脩行 

オブザーバー 

 太田 美代子 

策定委員会委員長 

肥田野 良政 

策定委員会副委員長 

鍛治屋 勉 

策定委員会 

秦野 利基 

戸成 司朗 

近藤 静枝 

酒向 道夫 

松浦 詩子 

末松 雅彦 

平手 友子 

丹羽 徹男 

中村 利治 

浅井 敏一 

洞口 勇士 

坪井 俊和 

余語 智 

髙橋 良隆 

堀田 正二 

横山 宗裕 

安藤 誠 

清水 靖史 

水野 雄介 

松浦 善行 

松浦 一将 

山本 和久 

岩下 貴洋 

堀 誠治 

 

椙山女学園大学文化情報学部 教授 

 

愛知県県民生活部社会活動推進課 主査 

 

社団法人小牧青年会議所 

 

小牧市総務部財政課 

 

ＮＰＯ法人こまき市民活動ネットワーク 

ＮＰＯ法人こまき市民活動ネットワーク 

ＮＰＯ法人こまき市民活動ネットワーク 

小牧市社会福祉協議会ボランティアセンター 

小牧市社会福祉協議会ボランティアセンター ボランティア連絡会 

米野さわやか会 

まちの放送局つくろう隊 

元舟津区長 

元小木中区長 

小牧商工会議所 

社団法人小牧青年会議所 

前小牧市市民活動促進委員会 

小牧市市民産業部農政課 

小牧市総務部収税課 

小牧市都市建設部区画整理課 

小牧市監査委員事務局 

小牧市企画部人事課 

小牧市都市建設部みどり公園課 

小牧市都市建設部道路課 

小牧市総務部総務課 

小牧市健康福祉部福祉課 

小牧市教育委員会生涯学習課 

小牧市企画部企画課 

小牧市総務部収納対策室 
※平成 21年度まで策定委員 

 横井 和夫 

 福光 陽子 

 重本 雅樹 

 

小牧市社会福祉協議会ボランティアセンター 

小牧市水道部料金課 

小牧市健康福祉部子育て支援課 

（敬称略・順不同） 

－７６－ 
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